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補正予算の規模
○一般会計の補正額は288億円、

補正後予算額は9,010億円

(単位：百万円、％)

当初予算 １臨専決 ２定補正

901,037 872,200 14 28,823 884,750 16,287 1.8

391,658 391,437 0 221 360,723 30,935 8.6

280,689 280,613 0 76 290,829 ▲ 10,140 ▲ 3.5
<272,292> <8,397> <3.1>

1,573,385 1,544,250 14 29,121 1,536,302 37,083 2.4

増減率
(C)/(B)

企 業 会 計

総 計

平成27年度
(A)

平成26年度
(B)

比較増減
(A)-(B)＝(C)

一 般 会 計

特 別 会 計

○補正後予算額は、当初予算とし
ては市政史上初の9,000億円超と
なる過去最大規模

○特別会計・企業会計を加えた全
会計では、対前年度比2.4％増の
1兆5,734億円を計上 <1,517,765> <55,620> <3.7>

※企業会計の〈　〉内の数値は、公営企業会計制度の変更初年度の特殊要素を除いた額である。

一般会計予算規模の推移

1兆5,734億円を計上
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一般会計予算規模の推移
肉付予算

骨格予算

（単位：百万円） 901,037

865,924

780,234
809,819

855,488

793,050
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〇「誰もが安心して暮らし生涯現役として輝き続ける街」と「世界都市としての魅力と活力を創造
し続ける街」さっぽろを実現するため、４つの重点政策（Ｐ９）を設定

〇４つの重点政策の実現と「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の推進に向けた取組で、早期に着手、
または事業化の目途を付ける必要のあるものを中心に編成

「誰もが安心して暮らし生涯現役として輝き続ける街」と

「世界都市としての魅力と活力を創造し続ける街」の実現を目指して

私が描く
未来の
さっぽろ

予算編成の考え方

〇特に喫緊の課題である待機児童の解消に向けた取組や観光分野の充実、民間投資の誘発など地域
経済の活性化につながる取組を積極的に計上

〇保育所待機児童の解消に向けた取組を含め、子育て支援をさらに充実

〇国際観光の推進やイベントの拡充などにより、27年度当初予算比で観光予算を倍増

〇中小企業の支援や次世代型産業の育成など、地域経済の活性化に力点

〇市街地再開発事業や札幌駅交流拠点の整備など、世界都市・道都としての都市整備に向けた取組を
積極的に盛り込み、建設事業費は、一般会計で1,000億円規模を確保

〇未来への投資を積極的に行いつつも、財政バランスを重視し、将来を見据えた健全な財政運営を維持

補正予算のポイント
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待機児童ゼロへの取組

取組内容

当初予算（616人分）と合わせて1,006人分の定員増

平成28年４月１日の待機児童ゼロを目指して、保育所などの整備を進めるとともに、保育サービスの充
実を図り、女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街を実現します。

当初予算で計上済

１

6

■390人分の保育定員増
○賃貸による保育所の整備 200人分
○小規模保育の拡充 190人分

■多様な保育ニーズへの対応
○幼稚園における預かり保育の推進

Ｈ23.4.1 Ｈ24.4.1 Ｈ25.4.1 Ｈ26.4.1 Ｈ27.4.1

待機児童数 865人 929人 398人 323人 69人

Ｈ28.4.1

０人

札幌市の待機児童の推移 目標

賃貸物件確保を容易にするため、補助の募集基準を定員40人（前年
度は60人）とします。

０～２歳児を受入れ可能な小規模保育の拡充により、待機児童が多
い乳幼児に対応します。

認可保育所と同水準（開所時間や年間開所日数等）の預かり保育を
行う私立幼稚園へ運営費を補助し、預かり保育の拡大を図ります。

■616人分の保育定員増
○保育所の増改築（定員60人分）と認定こども園の整備（定員556人分）

肉付補正予算で追加

当初予算で計上済

待機児童の年齢や居住
区を考慮して肉付補正予
算で取組を強化

（Ｐ28）
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観光予算の倍増

取組内容

幅広い業種に経済効果が波及する観光産業の振興を強化

さっぽろを含めた北海道経済の成長をけん引する「観光」をこれからの成長分野と位置付けて、その振興
に関する取組みを強化し、経済の活性化を図ります。

H27当初予算789百万円 ⇒ 補正後予算1,539百万円
（H27.１定補正での先行分を含む）

２

※ 他に海外シティプロモートなど70百万円を計上

■観光コンテンツの魅力アップ
○雪まつりつどーむ会場やオータムフェストの開催期間を１週間延長するなど観光イベントを
拡大するほか、定山渓の魅力アップを推進（Ｐ19、23）

■外国人観光客受入態勢の整備
○観光ホームページの多言語化や都心部の観光サインを
充実させるほか、Ｗｉ－Ｆｉの整備を推進（Ｐ22、24）

■観光客の誘致
○アジアを中心とした観光プロモーション、航空便誘致
を行い、外国人観光客の来札を促進（Ｐ21）

○北海道と連携してプレミアム付旅行券を発行し、来札
観光客の増加と消費を喚起（Ｐ20）
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地域経済の活性化

取組内容

中小企業や次世代産業の育成・活性化と企業立地の促進

さっぽろの地域経済を元気にするために、中小企業の支援や産業育成、企業立地に取り組みます。

■中小企業・商店街のチャレンジを応援

３

■中小企業・商店街のチャレンジを応援
○中小企業者向け融資制度を拡大し、創業や海外展開等を促進（Ｐ16）
○地域コミュニティの担い手である地域商店街の取組みを支援
するほか、外国語・免税対応等、外国人向けサービスを強化
するモデル事業を実施し、都心商業の活性化を促進（Ｐ17）

■次世代型産業の育成
○食・バイオ産業等とＩＴ産業との融合によるイノベーション
を創出するほか、市内ＩＴ産業の海外展開を支援（Ｐ14）

○北海道や関係団体と連携しながら健康関連産業における新た
な事業の立ち上げを促進（Ｐ15）

■企業立地の促進
○コールセンターや首都圏本社機能の移転のほか、ＩＴ・コン
テンツ、食・バイオ企業の立地を促進（Ｐ13）

■観光予算の倍増（再掲）

【参考：H27年１定補正での主な地域経済対策】

（消費喚起）
・ さっぽろプレミアム付商品券発行
・ 子育て・多子世帯向け商品券交付

（人材育成）
・ 介護・障がい福祉・建設業人材確保
・ フレッシュスタート塾

（次世代産業の育成）
・ 健康関連産業研究開発支援
・ 健康関連産業競争力強化

（中小企業支援）
・ 外食産業海外展開支援
・ 輸出仕様食品製造支援
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世界都市・道都としての都市基盤の整備

取組内容

民間投資を呼び込む再開発事業などを積極的に計上し、
一般会計の建設事業費1,000億円規模を確保

世界都市・道都としてのまちづくりを推進するため、民間投資を呼び込む再開発事業など建設事業を積
極的に計上するとともに、将来のまちづくりに向けた検討や歩いて暮らせるまちづくりを進めます。

主な都市整備関連予算

４

南２西３南西地区再開発

中央体育館イメージ

■世界都市・道都としての都市整備
○都市基盤の強靭化を進めるために道路・河川などを整備
するほか、再開発や中央体育館改築、苗穂駅周辺など都
心やその周辺の再整備を積極的に進め、当初予算と合わ
せて一般会計の建設事業費1,013億円を計上（Ｐ56、59）

○札幌駅交流拠点や都心アクセス道路、都心エネルギー施
策など、将来のまちづくりに向けた検討を推進
（Ｐ49～51）

■「歩いて暮らせるまちづくり」の実現に向けて
○新さっぽろ駅周辺地区・篠路駅周辺地区など地域拠点の
まちづくりの検討を推進（Ｐ58）
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（参考）建設事業費の推移

○特別会計・企業会計を含めた全会計の建設事業費は前年度比3.2％（49億円）増

○一般会計においては、昨年度に続いて1,000億円を超える規模。市民交流複合施設の減

（用地取得の終了）を除くと対前年度比7.1％（65億円）増

1,103（736）

1,175（787）

単位：億円 、 （）内は一般会計
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238億円を
肉付に計上

※ 社会基盤整備＝道路・街路・河川・公園整備
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〇中小企業者向け融資制度を拡大し、創業や海外展開等を支援（P16）
〇地域商店街の活性化に向けた支援を強化（P17）
〇都心の商業施設等を対象に外国人の消費喚起に向けた取組を実施（P17）
〇当初予算と合わせた一般会計の建設事業費は1,013億円

次世代を見据えた産業育成・人材育成を促進

地域経済を元気にする振興策を展開

雇用を生み出す力強い街重点政策１ 女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街重点政策２

成長分野である「観光」予算を倍増

待機児童ゼロ対策や放課後の居場所づくりを含め、子育て支援を
さらに拡充

子どもの多様な学びを支える取組を拡充

互いに支えあう地域福祉力の向上

健康でいきいきと暮らしていくための福祉施策を充実

世界都市・道都としての都市基盤の整備を促進

「環境首都・さっぽろ」としての取組を推進

〇ITを活用した新たなビジネスモデルを構築できる人材を育成（P14）
〇健康関連産業における新たな事業の立ち上げを促進（Ｐ15）

〇雪まつりやオータムフェストの開催期間を1週間延長し、集客力を向上（P19）
〇北海道と連携したプレミアム付旅行券の発行（P20）
〇外国人観光客の誘致に向けた取組の拡充（Ｐ21）や外国語対応観光サイン

の新設、Wi-Fi整備など受入体制を強化（P22、 24）

〇産前・産後ケアの充実に向け、初妊婦への家庭訪問を実施（P27）
〇保育定員を390人分追加し、27年度で1,006人分の定員増（P28）
〇保育所と同水準の預かり保育を行う幼稚園の拡大を図り、多様な保育ニー

ズに対応（P28）
〇札苗緑小学校区の多世代交流施設整備に着手するほか、民間児童育成

会に対する補助金を拡充し、放課後の居場所づくりを推進（P29）

〇外国語指導助手を15人増員するほか、学校司書を 9校に配置（P31）
〇スクールカウンセラーの相談時間の拡大やスクールソーシャルワーカー

体制を充実（P32）
〇学びのサポーターの活用時間を拡大し、特別な教育的支援を拡充（P33）

〇児童精神科医療を中心とした関係機関の連携体制を構築（P37）
〇障がい者の地域生活支援のため、5カ所の相談支援事業所に相談員を

追加配置（P38）
〇重度身体障がい者の入浴サービスについて月4回から週2回に拡大（Ｐ39）
〇障がい児・者と有償ボランティアをマッチングする「サポートセンター」を

1カ所から3カ所に拡大し、地域ぬくもりサポート事業を全区で展開（P40）

〇関係団体等と連携して「高齢者等に対する在宅医療体制」を構築（P41）
〇高齢者用肺炎球菌ワクチン定期接種の周知を強化（P42）
〇40、50、60、70歳の方を対象とした歯周疾患検診の周知を強化（P43）

〇札幌駅交流拠点や新さっぽろ駅周辺地区のまちづくりを推進（P49、P58）
〇創成川通のアクセス機能を強化する都心アクセス道路の検討を推進（P51）
〇南2西3南西地区などの再開発事業を推進（P59）

〇北1西1周辺街区におけるエネルギーネットワークの構築を支援（P50）
〇循環型社会の構築に向け、資源物のリサイクルを促進（P52）
〇燃料電池自動車の普及に向けた調査など次世代エネルギー活用の取組

を拡充（P53）

いつまでも安心して暮らせる街重点政策３ 魅力と活力にあふれた暮らしやすい街重点政策４

女性が力を発揮できる環境づくり
〇産休・育休・職場復帰等に関するセミナーを実施（P30）

交差点排雪の強化と持続可能な除雪体制の再構築
〇交差点排雪を効果的に行う体制を新設するほか、持続可能な除雪体制の
再構築に向け、現状の除雪体制の効果や課題を検証（P57）

企業立地の促進
〇本社機能、ＩＴ・コンテンツ、食・バイオ産業等の立地を促進（P13）

４つの重点政策に沿った主な取組
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将来を見据え健全な財政運営を維持

6,889 6,517 6,146 6,058 5,988 

2,615 2,991 3,431 3,884 4,228 
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臨時財政対策債が増加するものの、全会計の合計では
市債残高は横ばい
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将来へ向けた貴重な財源である財政調整基金の支消を
２５億円にとどめ、２７年度末残高で１００億円を維持

（単位：億円）
年度末残高の推移

○未来への投資を積極的に行いつつも、財政バランスを重視
○将来世代に過度な負担を残さないよう、持続可能な財政運営に引き続き留意

５
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Ⅱ 主な事業Ⅱ 主な事業
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Ｐ13 企業立地促進事業 130,000 経）産業振興部 Ｐ20 ◎ プレミアム付旅行券事業 148,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

○ ＩＴ利活用ビジネス拡大事業 6,000 経）産業振興部 ○ 国際観光促進事業 76,500 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

○ ＩＴ-バイオ連携推進事業 14,000 経）産業振興部 ○ 海外シティプロモート推進事業 56,000 総）国際部

◎ ＩＴ産業海外展開支援事業 7,500 経）産業振興部

Ｐ15 ◎
健康関連産業ビジネスモデル構築支援

事業
6,000 経）産業振興部 ○ 観光企画宣伝 11,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

Ｐ16 ○ 中小企業金融対策資金貸付 616,000 経）産業振興部 ○ 観光施設運営管理 34,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

Ｐ14

ＩＴ産業の成長促進

Ｐ22

外国人観光客の受入環境向上

Ｐ21

国際観光促進・海外シティプロモート

経済・
雇用

雇
用
を
生
み

重点政策１
◎ ： 新規
○ ： レベルアップ

○ 札幌いんふぉ運営 3,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

○ 地域商店街支援事業 54,500 経）産業振興部 Ｐ23 ○ 定山渓地区魅力アップ事業 21,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

◎ まちなかインバウンド促進事業 5,000 経）産業振興部 Ｐ24 ○ ＭＩＣＥ・観光客受入環境整備事業 40,000 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

Ｐ18 ○
大谷地流通業務団地高度化・効率化

調査検討事業
10,000 経）産業振興部

◎ ＭＩＣＥ施設整備検討事業 5,500 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

○ さっぽろ雪まつり魅力アップ事業 95,000 観）観光ｺﾝﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部 ○ コンベンションビューロー運営費補助 7,500 観）観光ｺﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

○ さっぽろオータムフェスト事業 5,000 観）観光ｺﾝﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

◎
さっぽろホワイトイルミネーション

魅力アップ事業
50,000 観）観光ｺﾝﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾝ部

Ｐ17

魅力ある商業地の創出

観光イベントの魅力向上

Ｐ19

Ｐ25

ＭＩＣＥ誘致の推進

み
出
す
力
強
い
街
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経済・
雇用

経）産業振興部
～雇用を生み出す力強い街

雇用創出と産業振興のため、企業立地を促進

目的

企業立地促進事業

補正予算額 事業費 130,000千円
（一般財源 130,000千円）

事業費 546,500 432,500
（うち一般財源） (546,500) (432,500) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

コールセンター・本社機能、ＩＴ・コン
テンツ企業、食・バイオ産業等の立地を促
進するため、企業誘致ＰＲや立地企業に対
する補助等を実施

事業内容

（うち一般財源） (546,500) (432,500) 

（単位：件）

補助件数 補正予算 当初予算 合計

①コールセンター・本社機能 3 13 16

②ＩＴ・コンテンツ・バイオ 9 15 24

③製造業等（札幌圏） 21 21

※補正予算：27年度新規補助件数

　 当初予算：立地済又は立地決定済企業への補助件数

補正予算額
・立地促進補助金 130,000千円

当初予算額
・広報・ＰＲ 12,358千円
・企業情報収集等 5,326千円
・立地促進補助金 414,816千円

補助件数

ビジネス拠点としての札幌の魅力を発信
し、12件の新規補助を目標に立地を促進
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経済・
雇用

～雇用を生み出す力強い街

市内に集積するＩＴ産業の活性化と安定的で持続
可能な成長を促進するため、札幌市経済をけん引す
る食・バイオといった重点分野とＩＴ産業との融合
によるイノベーションを創出するとともに、市内Ｉ
Ｔ産業の海外展開を支援

目的

ＩＴ産業の成長促進

(単位：千円）

事業費 18,455 18,192 6,000
（うち一般財源） (18,455) (18,192) (6,000) 

事業費 3,300 0 14,000
（うち一般財源） (3,300) (0) (14,000) 

事業費 0 0 7,500
（うち一般財源） (0) (0) (7,500) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

経）産業振興部

Ｔ産業の海外展開を支援
H27補正予算

特定財源の内訳

[事業費6,000千円]

③ ＩＴ産業海外展開
支援事業【新規】

② ＩＴ－バイオ連携
推進事業

① ＩＴ利活用ビジネス
拡大事業

[事業費14,000千円] [事業費7,500千円]

・ＩＴイノベーション人材育成等 6,000千円

ＩＴ産業とバイオ産業の成
長に向け、両産業の連携を図
るため、セミナーやマッチン
グ、研究・開発等への補助を
実施

・セミナー、マッチング 3,281千円
・ＩＴ－バイオ連携促進補助金 10,719千円

市内ＩＴ産業の海外展開を
促進するため、ビジネスマッ
チングや海外ニーズに対応し
た製品・サービスの開発支援
を実施

・ビジネスマッチング支援 2,450千円
・ローカライズ支援 5,050千円

他産業のニーズとＩＴ技術
を融合させて、新製品、新
サービスを創造できるＩＴイ
ノベーション人材の育成及び
ＩＴイノベーションの普及啓
発セミナーを実施
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経済・
雇用

経）産業振興部～雇用を生み出す力強い街

本市産業振興の重点分野の一つである「健
康・福祉」分野を活性化するため、安定的な
ビジネスモデルの構築に向けた支援を実施

「健康」をキーワードに事業
の構築・展開を目指す企業等の
事業化を促進するため、専門家
等による支援を実施

・専門家によるコンサルティング 4,500千円
・ビジネスモデル構築補助(３件) 1,500千円

事業内容

目的
補正予算額 事業費 6,000千円

（一般財源 6,000千円）

関連事業
領域概要

【研究開発支援事業】（27.１定補正）
・若手研究者補助 ・実証研究補助

(例)果実の健康成分分析の研究経費補助

【競争力強化事業】 （27.１定補正）
・エビデンス取得支援 ・GMP、HACCP等取得支援

(例)ヘルシーDo認定を受けるための、試験費用等を補助

【 ビジネスモデル構築支援事業 】
・健康関連事業のハンズオン型支援

(例)特許取得や販促手法、法規制対応の助言等

基礎的研究段階 商品化段階 販売(サービス受け手へ)

研
究
機
関
・企
業

企
業

北海道ヘルスケア産業振興協議会での事例共有

 道経産局との連携

支援対象企業

支援メンバー

コンサルティング
（ハンズオン支援）

支援経費補助

札幌市

健康関連産業ビジネスモデル
構築支援事業【新規】
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経済・
雇用

経）産業振興部
～雇用を生み出す力強い街

中小企業者の経営基盤の強化及び健全な発
展と振興を図るため、運転資金や設備資金等
の事業活動に必要な資金を供給

目的

中小企業金融対策資金貸付

補正予算額 事業費 616,000千円
（一般財源 ▲48千円）
（特定財源 616,048千円）

【諸収入； 616,048千円】

事業費 80,734,700 80,736,700

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

創業や海外展開等を促進するため、中小企
業者向け融資制度の要件を緩和し、貸付けに
必要な金額の一部を金融機関に預託

・創業・雇用創出支援資金
融資時に必要な自己資金額を【３割⇒１割】に軽減

・事業革新支援資金
【海外展開のための運転・設備投資】を融資対象に追加

・大型設備投資支援資金
設備投資の対象地を【市内のみ⇒市内及び札幌近郊】に拡大

事業内容

（うち一般財源） (▲12,383) (▲11,779)

（単位 ： 百万円）

主な資金

＜補正予算による改正点＞

当初予算額 補正予算額 融資枠

創業・雇用創出支援資金 4,111 300 6,395

事業革新支援資金 771 48 1,192

大型設備投資支援資金 10,057 268 14,929

札幌みらい資金 10,257 25,231

小規模事業資金 16,947 28,132

その他（産業振興資金等） 38,593 126,563

合　計 80,736 616 202,442

資　金　名
平成27年度
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経済・
雇用

経）産業振興部
～雇用を生み出す力強い街

地域コミュニティの担い手である商店街等へ
の支援を行うことにより、地域商業の活性化を
図り、魅力ある商業地を創出

目的

魅力ある商業地の創出

(単位：千円）

事業費 0 12,380 54,500
（うち一般財源） (0) (12,380) (54,500) 

事業費 0 0 5,000
（うち一般財源） (0) (0) (5,000) 

H27補正予算
特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

特定財源の内訳

[事業費54,500千円]

① 地域商店街支援事業

地域商店街が抱える地域課題を解決するため、既
存の補助メニューを統合し、ファシリテーター
（ワークショップ等の進行役）の派遣を含め、各商
店街の特徴に応じた支援を行い、商店街や地域の魅
力を向上させるとともに、にぎわいを創出

・商店街への補助（34件） 54,500千円

② まちなかインバウンド促進事業【新規】

[事業費5,000千円]

都心の商業施設において、外国語・免税対応等、外
国人向けのサービスを強化する取組を、他の施設に波
及させるためのモデル事業として実施し、外国人旅行
者の消費を喚起することにより、都心商業の活性化を
促進

・消費喚起に向けたモデル事業（１件） 5,000千円
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経済・
雇用

経）産業振興部～雇用を生み出す力強い街

市内・道内における物流循環の活性化に向
けて、広域物流拠点としての大谷地流通業務
団地の高度化を検討

目的

大谷地流通業務団地高度化・
効率化調査検討事業

補正予算額 事業費 10,000千円
（一般財源 10,000千円）

事業費 5,000 0

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

立地企業や有識者等と連携し、老朽化した
施設の建替えや都市計画のあり方の検討な
ど、団地の高度化に向けた課題を共有し、将
来に向けたビジョンを策定

・先行事例調査及びビジョン策定等 10,000千円

事業内容

（うち一般財源） (5,000) (0) 

イメージ

課題・将来
像の共有

大谷地
流通業務団地
高度化ビジョン

行政
機関

立地企業

有識者

コンサル
タント

デベ
ロッパー
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経済・
雇用

～雇用を生み出す力強い街

イベント来場者や地元経済界などのニーズを
踏まえた取組を行い、札幌市を代表するイベン
トの魅力を向上することによる、来場者数の増
加促進及び地元経済への波及効果向上

目的

観光イベントの魅力向上

(単位：千円）

事業費 103,000 90,000 95,000
（うち一般財源） (103,000) (90,000) (95,000) 

事業費 27,830 27,830 5,000
（うち一般財源） (27,830) (27,830) (5,000) 

事業費 0 0 50,000
（うち一般財源） (0) (0) (50,000) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部

H27補正予算

特定財源の内訳

[事業費95,000千円]

③ さっぽろホワイトイルミネー
ション魅力アップ事業【新規】

② さっぽろオータム
フェスト事業

① さっぽろ雪まつり
魅力アップ事業

[事業費5,000千円] [事業費50,000千円]

さっぽろ雪まつりの魅力アップ・
来場者数増加を図るため、プロジェ
クションマッピング補助・駅前通地
下歩行空間ＰＲ・つどーむ会場の開
催期間の１週間延長を実施

・プロジェクションマッピング補助
12,000千円

・駅前通地下歩行空間PR 13,000千円
・つどーむ会場開催期間延長 70,000千円

さっぽろオータムフェストの会場
内混雑緩和・来場者数増加を図るた
め、開催期間の１週間延長・会場拡
大(大通公園４丁目)を実施

・開催期間延長及び会場拡大 5,000千円

さっぽろホワイトイルミネーショ
ンの魅力アップにより来場者数の増
加を図るため、公募による新規オブ
ジェ制作・参加型イベントを実施

・新規オブジェ制作 45,521千円
・デザインコンペ実施 2,639千円
・ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料発電 1,000千円
・ＬＥＤ風船イベント 840千円
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経済・
雇用

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部
～雇用を生み出す力強い街

観光閑散期における道内観光客の増加及び
消費喚起を目的として、道民（札幌市民を含
む）が札幌市内の宿泊施設や観光施設で利用
できるプレミアム付旅行券を発行

目的

プレミアム付旅行券事業【新規】

補正予算額 事業費 148,000千円
（特定財源 148,000千円）

【国庫支出金；148,000千円】

事業
スキーム ※10,000円券の旅⾏券の流れ

できるプレミアム付旅行券を発行

・発行総額 5.5億円（10,000円券×55,000冊）
・プレミアム率 20％（北海道の発行条件と同一）
・販売対象 道民（札幌市民を含む）
・利用施設 市内宿泊施設および市内観光施設
・利用期間 H27.9.1～H28.2.29（期間中の繁忙期除く）

・プレミアム負担分 110,000千円
・発行経費 38,000千円

発券・販売、広報・販促経費、取扱店舗募集・登録業務、
換金手数料、アンケート調査、その他事務費など

事業内容

受託事業者

利⽤施設
（市内ホテル等）

販売店
（コンビニ等）

購入者・消費者
（来札道内観光客）

北海道札幌市 連携

¥2,000

¥8,000 ¥8,000

¥10,000

①事務費支払
総額 38百万円

業務委託

旅⾏券の流れ

お⾦の流れ

⑧プレミアム分補助

②販売委託 ③販売

④代⾦支払⑤売上納付

⑥施設利⽤

⑦券回収

⑨換⾦

• 券面デザインの統一
• 販売場所や利⽤可能店舗など同一の販売条件
• 共同プロモーションの実施

¥8,000

¥10,000
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経済・
雇用

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部～雇用を生み出す力強い街

国や道内自治体との連携を図りながら、アジア諸国を中心
とした外国人観光客誘致に向けた取組を強化し、北海道・札
幌への更なる外国人観光客の増加を促進
札幌からの海外事業展開をより効果的・効率的に推進させ

るため、「札幌」の認知度・好感度の向上を目指したシティ

目的

国際観光促進・海外ｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰﾄ

事業費 58,500 21,330 76,500
（うち一般財源） (58,488) (21,312) (76,500) 

事業費 20,000 0 56,000
（うち一般財源） (20,000) (0) (40,000) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②国庫支出金16,000

総）国際部

「札幌」の認知度・好感度の向上を目指し、現地メ
ディアを活用したプロモーションを実施

るため、「札幌」の認知度・好感度の向上を目指したシティ
プロモートを推進

特定財源の内訳

① 国際観光促進事業 ② 海外シティプロモート推進事業

[事業費 76,500千円]

・中国誘致強化 12,000千円
・タイ誘致強化 13,100千円
・ムスリム市場誘致強化 25,500千円
・新興市場誘致強化 18,000千円
・欧米市場誘致強化 2,100千円
・航空便誘致強化 5,800千円

外国人観光客数の増加と地域経済の活性化を目
指し、国内外での各種プロモーションを実施

ベトナムにおけるＰＲ 36,000千円
・現地メディアを活用したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 32,000千円
・サッポロビール連携事業 3,000千円
・認知度調査 1,000千円

インドネシアにおけるＰＲ 20,000千円
・現地メディアを活用したﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 19,000千円
・認知度調査 1,000千円

[事業費 56,000千円]
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経済・
雇用

～雇用を生み出す力強い街

外国人観光客の個人旅行者が自由に街歩きを楽し
める環境を整えることを目指し、ホームページや観
光アプリのコンテンツの充実、都心部での観光サイ
ンの増設などを進め、多言語対応を強化

目的

外国人観光客の受入環境向上

(単位：千円）

事業費 53,419 47,932 11,000
（うち一般財源） (51,460) (46,213) (11,000) 

事業費 27,649 28,325 34,000
（うち一般財源） (24,428) (25,092) (24,000) 

事業費 9,500 8,600 3,000
（うち一般財源） (9,500) (8,600) (3,000) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部

H27補正予算

特定財源の内訳

②国庫支出金10,000

[事業費11,000千円]

③ 札幌いんふぉ運営
（観光アプリの充実）

② 観光施設運営管理
（多言語観光サインの整備）

① 観光企画宣伝
（観光ＨＰの充実）

[事業費34,000千円] [事業費3,000千円]

シティＰＲ及び観光客（特に海
外有望市場）誘致促進を図るた
め、観光サイト「ようこそさっぽ
ろ」の発信力をアップ

・観光写真ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰﾘﾆｭｰｱﾙ 5,000千円
・インドネシア語対応 3,000千円
・ｽﾏﾎ向け観光便利情報拡充等 3,000千円

地下歩行空間の整備などによる
動線の変化を踏まえ、外国人観光
客が一人で都心を回遊できるよ
う、多言語観光サインを新設

・観光サイン都心エリア重点整備(48か所)

30,000千円

・既存サイン一斉点検(191か所) 4,000千円

来札観光客の市内周遊のさらな
る利便性向上を図るため、多言語
対応の公式観光アプリ「札幌いん
ふぉ」に、翻訳機能やより充実し
た観光情報コンテンツを追加

・他アプリとの連携機能追加 1,000千円
・新規コンテンツ追加 2,000千円

- 22 -



経済・
雇用

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部
～雇用を生み出す力強い街

平成26年度に策定した「定山渓観光魅力
アップ構想」に基づく、官民連携での施設の
整備・改修や各種ソフト事業等の実施による
定山渓の魅力向上及び誘客促進

目的

定山渓地区魅力アップ事業

補正予算額 事業費 21,000千円
（一般財源 21,000千円）

事業費 22,200 11,000
（うち一般財源） (22,200) (11,000) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

定山渓の魅力向上及び誘客促進

平成28年の開湯150周年に向けたプロ
モーションやイベントを実施するととも
に、構想に基づく集客交流拠点基本計画
及び景観ガイドラインの策定検討

・魅力づくり・ＰＲ支援 15,000千円
・基本計画策定業務等 6,000千円

事業内容

目指す姿

新奥座敷へ
心安らぐ“温泉”× 心躍る“＋α” のリゾート空間

湯めぐり、森めぐり、水めぐり、
四季あそび－札幌定山渓

温泉街としての
さらなる魅力向上

定山渓エリア
としての魅力創出

将来像

基本的な考え方

基本的方向性
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経済・
雇用

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部
～雇用を生み出す力強い街

市内の観光スポット等において、外国人観光客
のニーズが高い公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環
境を整備し、観光客の利便性と満足度を向上

目的

ＭＩＣＥ・観光客受入環境整備事業

補正予算額 事業費 40,000千円
（一般財源 40,000千円）

事業費 1,000 0
（うち一般財源） (1,000) (0) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

今年度当初に整備予定の交通拠点や集客交流拠点に加え、
近年、外国人観光客の入込が増えている観光スポット等に
おいて、利用方法等を統一したＷｉ－Ｆｉ環境を拡大する
ことにより、来札観光客の利便性・満足度をさらに向上

・チ・カ・ホ＆北３条広場環境整備 5,000千円
・定山渓温泉エリア環境整備 18,000千円
・円山動物園環境整備 17,000千円

事業内容
参考

【Ｈ27年１定補正での取組】
市営地下鉄主要駅、大通公園、札幌コンベ

ンションセンターにおいて、統一規格による
「Ｓａｐｐｏｒｏ Ｃｉｔｙ Ｗｉ－Ｆｉ」を
整備し、市内中心部をはじめとした交通拠点
やイベント・ＭＩＣＥ等の集客交流拠点にお
けるＷｉ－Ｆｉ環境を充実

※Ｈ27年１定補正予算額48,000千円
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経済・
雇用

観）観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ部
～雇用を生み出す力強い街

ＭＩＣＥ誘致において国内外での都市間競争
が激化する中、「札幌ＭＩＣＥ総合戦略」
（平成27年４月策定）に定めた受入基盤の強化
に関する戦略を推進

目的

ＭＩＣＥ誘致の推進

(単位：千円）

事業費 0 0 5,500
（うち一般財源） (0) (0) (5,500) 

事業費 50,708 61,254 7,500
（うち一般財源） (50,708) (61,254) (7,500) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

特定財源の内訳

[事業費5,500千円]

① ＭＩＣＥ施設整備検討事業【新規】

札幌のＭＩＣＥ都市としての環境や基盤の強化を
図り、大規模コンベンションやインセンティブツ
アーの誘致を促進するため、市内のＭＩＣＥ施設の
あり方や設備、機能についての調査研究を実施

・ＭＩＣＥ施設整備検討事業費 5,500千円

[事業費7,500千円]

② コンベンションビューロー
運営費補助

市内大学や首都圏の学会事務局等のＭＩＣＥキー
パーソンへのセールス活動や、国際会議における市場
動向調査等の取組を強化するため、札幌のＭＩＣＥ誘
致において中心的な役割を担う（公財）札幌国際プラ
ザ・コンベンションビューローの体制強化

・コンベンションビューロープロパー職員増員 7,500千円
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女
性
が
輝

健
や

女性・
子ども Ｐ27 ◎ 産前・産後ケアの充実に向けた初妊婦訪問事業 27,820 保）保健所

○ 私立保育所整備費等補助 101,250 子）子育て支援部

○ 地域型保育改修等補助 20,000 子）子育て支援部

○ 一時預かり事業（幼稚園） 32,975 子）子育て支援部

○ 札幌市児童育成会運営委員会補助 164,378 子）子ども育成部

○ ミニ児童会館整備 35,200 子）子ども育成部

◎ 札苗緑小学校区多世代交流施設整備 70,000 子）子ども育成部

Ｐ30 女性社員の活躍応援事業 12,700 経）雇用推進部

放課後の居場所づくりの充実関連

Ｐ29

子どもたちが輝く学校環境整備

待機児童ゼロへの取組

Ｐ28

重点政策２
◎ ： 新規
○ ： レベルアップ

輝
き
子
ど
も
た
ち
が

や
か
に
育
つ
街

○ 外国語指導助手（ＡＬＴ）関係 41,600 教）学校教育部

○ 課題探究的な学習モデル研究事業 8,000 教）学校教育部

○ 学校教育指導（学校司書） 3,100 教）学校教育部

○ スクールカウンセラー活用事業 5,120 教）学校教育部

○ スクールソーシャルワーカー活用事業 3,500 教）学校教育部

○ 学びのサポーター活用事業 21,200 教）学校教育部

○ 幼児教育センター関係事業 2,007 教）学校教育部

○ 教育センター運営管理 5,500 教）学校教育部

特別支援教育の拡充②

◎ 豊成・北翔養護学校改修 80,500 教）生涯学習部

Ｐ35 ○ 多世代交流が生まれる学校環境整備 22,800 教）生涯学習部

いじめ・児童虐待防止

Ｐ33

Ｐ34

子どもたちが輝く学校環境整備

Ｐ31

特別支援教育の拡充①

Ｐ32

- 26 -



女性・
子ども

保）保健所～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

目的

産前・産後ケアの充実に向けた
初妊婦訪問事業【新規】

補正予算額 事業費 27,820千円
（一般財源 13,910千円）
（特定財源 13,910千円）

【国庫支出金；13,910千円】

女性がより健やかに妊娠期を過ごし、
安心して子どもを産み育てることがで
きるよう、訪問事業を拡充し、産前・
産後の支援を充実

スケジュール等

産後

・母子保健訪問指導員委託費 27,820千円
（訪問対象妊婦数 7,926人）

事業内容

産後の支援を充実

平成27年７月：母子保健訪問指導員増員
研修実施

９月：初妊婦訪問事業開始

妊娠届出
初妊婦への
家庭訪問

支援が必要な家
庭には継続支援

＜事業の流れ ＞

初めての出産を迎える妊婦に対し、
母子保健訪問指導員が家庭訪問を行い、
妊娠・出産・育児に関する相談や保健
指導を実施

妊婦支援

相談事業

初妊婦訪問事業

妊娠 妊娠期 出産 産後 育児期

妊婦一般健康診査

乳児家庭全戸

訪問事業
（産後メンタルヘルス支援対策）

4か月児

健康診査

保健と医療が連携した育児支援ネットワーク事業

妊
娠
届
出

出
産
連
絡
票

新規
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女性・
子ども

子）子育て支援部～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

目的

待機児童ゼロへの取組

(単位：千円）

事業費 2,017,000 1,891,591 101,250
（うち一般財源） (63,111) (102,128) (11,250) 

事業費 0 0 20,000
（うち一般財源） (0) (0) (6,670) 

事業費 228,048 390,435 32,975
（うち一般財源） (151,944) (130,145) (10,993) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①国庫支出金90,000

増加する保育需要に対応するため、私立認可
保育所と小規模保育事業所の整備により390人
分の保育の受け皿を確保するとともに、幼稚園
等における一時預かり事業の対象園を拡大し、

[事業費101,250千円]

③ 一時預かり事業（幼稚園）② 地域型保育改修等補助① 私立保育所整備費等補助

[事業費20,000千円] [事業費32,975千円]

賃貸物件を活用した私立認可保育
所を整備するための補助
賃貸物件確保を容易にするため、

補助の募集基準を定員60人から40人
に変更

【定員枠200人増】

・認可保育所 ５か所 101,250千円

待機児童の多い０歳から２歳まで
の子どもを対象とする小規模保育事
業所を改修するための補助

【定員枠190人増】

・小規模保育Ａ型 10か所 20,000千円

認可保育所と同程度の時間帯・
期間で実施する預かり保育の補助
対象を、私学助成を実施する幼稚
園へ拡大

・運営費補助 10か所 32,975千円

H27補正予算

特定財源の内訳

①国庫支出金90,000

②国庫支出金13,330

③国庫支出金10,991、道支出金10,991

等における一時預かり事業の対象園を拡大し、
待機児童の解消を推進
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女性・
子ども

子）子ども育成部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

子どもが安全かつ健やかに過ごすことのでき
る放課後の居場所づくりとして、民間児童育成
会指導員の処遇改善等を図るとともに、放課後
児童クラブの定員増により過密化を解消するほ
か、公的な放課後の居場所がない小学校区にお

目的

放課後の居場所づくりの充実関連

(単位：千円）

事業費 269,511 264,204 164,378
（うち一般財源） (195,488) (192,253) (55,158) 

事業費 161,000 0 35,200
（うち一般財源） (97,334) (0) (21,200) 

事業費 0 0 70,000
（うち一般財源） (0) (0) (18,000) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①国庫支出金54,610、道支出金54,610か、公的な放課後の居場所がない小学校区にお
ける多世代交流施設整備に着手

H27補正予算

特定財源の内訳

①国庫支出金54,610、道支出金54,610

②国庫支出金7,000、道支出金7,000

③市債52,000

[事業費164,378千円]

③ 札苗緑小学校区多世代交流

施設整備【新規】

① 札幌市児童育成会
運営委員会補助

[事業費70,000千円]

指導員の処遇改善等の補助制度を
拡充させるほか、放課後児童クラブ
が過密化している小学校区の民間児
童育成会に対する新規補助を実施

【民間児童育成会 48か所】

札苗緑小学校区に児童会館機能に
加えて多世代交流機能を有する施設
を整備
（スケジュール）

27年度 基本設計・実施設計
28年度 工事
29年中 供用開始

・基本・実施設計費 22,600千円
・用地取得費 47,400千円

② ミニ児童会館整備

[事業費35,200千円]

放課後子ども館を実施している
和光小学校、手稲宮丘小学校、北
野平小学校にミニ児童会館を整備

・設計、工事費等 30,526千円
・備品購入費等 4,674千円

・補助金 164,378千円
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経）雇用推進部～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

働き続けることを望む女性が結婚や出産・育児を機に仕
事を辞めてしまうことがないよう、産前・産後に活用でき
る制度や、復職後の働き方等についての女性社員向けセミ
ナーを実施するともに、企業に対するセミナーや出前講座
を実施し、女性の仕事と子育ての両立を支援

目 的

女性社員の活躍応援事業

補正予算額 事業費 12,700千円
（一般財源 12,700千円）

事業費 12,700 0
（うち一般財源） (12,700) (0) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

女性・
子ども

事業内容

女性社員

（配偶者含む）

企業

管理職
女性社員
男性社員

『今から考えるﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝ』
『結婚・出産後のｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝ』
『産後に使える社会保障』
『子どもの預け先情報』

結 婚 ・ 出 産 前 セ ミ ナ ー

【20名×18回】

『復職後に役立つｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ術』
『産後のﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ』
『子育てママ同士の意見交換会』

子育てママ復職セミナー

【20名×18回】

『女性の活躍推進による
企業側のメリット』

『女性雇用に関する助成金制度』
『先進事例発表』

『女性社員と管理職
による意見交換会』

『男性社員が考える両立支援』

女性の有業率
向上！

※政令市20市中18番目

※９月下旬より開始
集 合 セ ミ ナ ー

【５回開催（定員20名）】

出 前 講 座

【25回派遣】
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女性・
子ども

教）学校教育部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

国際都市札幌の将来を担う子どもたちに、異
文化への理解を深めさせ、世界で活躍する
「さっぽろっ子」を育成

また、中学校の図書室環境の整備を図るた
め、学校司書を追加配置

目的

子どもたちが輝く学校環境整備

(単位：千円）

事業費 346,000 348,000 41,600
（うち一般財源） (331,427) (333,372) (41,600) 

事業費 35,000 21,400 8,000
（うち一般財源） (34,709) (20,027) (5,714) 

事業費 38,742 27,795 3,100
（うち一般財源） (38,733) (27,786) (3,100) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

め、学校司書を追加配置
H27補正予算

特定財源の内訳

②国庫支出金1,680、諸収入606

[事業費41,600千円]

② 課題探求的な学習
モデル研究事業

③ 学校教育指導
（学校司書）

① 外国語指導助手
（ＡＬＴ)関係事業

[事業費3,100千円][事業費8,000千円]

グローバル化に対応した英語教
育を推進し、週１回ＡＬＴを活用
した授業ができる中学校を増やす
ため、ＡＬＴ関係事業を拡充

・ＡＬＴ増員（15人） 41,600千円

グローバル人材を育成する学習
モデルを研究する市立開成中等教
育学校の英語による教科指導のた
め、外国人講師を配置

・講師報酬等（３人） 8,000千円

学校司書を試行配置している中
央区の中学校１校に加え、９校に
追加配置し、全区に司書を配置

・司書謝礼（９校） 3,100千円
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女性・
子ども

教）学校教育部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

目的

いじめ・児童虐待防止
(単位：千円）

事業費 211,443 211,422 5,120
（うち一般財源） (141,517) (141,496) (3,414) 

事業費 8,328 8,327 3,500
（うち一般財源） (5,552) (5,551) (2,334) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①国庫支出金1,706

②国庫支出金1,166

[事業費5,120千円]

② スクールソーシャルワーカー
活用事業

① スクールカウンセラー活用事業

[事業費3,500千円]

いじめの問題や、児童虐待、子どもの貧困等、児
童生徒を取り巻く様々な問題の解決及び未然防止を
図るため、臨床心理や社会福祉・精神保健福祉の専
門家を派遣し、各学校における教育相談を充実

不登校やいじめなど生徒指導上の課題に対応し、学
校の教育相談体制の更なる充実を図るため、スクール
カウンセラーの配置を拡充

複雑化する児童生徒の諸問題に対応するため、
スクールソーシャルワーカーに指導助言を行う
スーパーバイザーを新たに１名配置

・スーパーバイザー配置（１人）等 3,500千円・小学校時間増(年54時間→57時間/校) 2,270千円
・大規模中学校時間増(年280時間→330時間/校) 750千円
・開成中等教育学校への配置(新規配置→年280時間) 1,050千円
・特別支援学校への配置 (追加配置→年280時間) 1,050千円
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女性・
子ども

教）学校教育部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

目的

特別支援教育の拡充①

(単位：千円）

事業費 114,366 112,859 21,200
（うち一般財源） (114,366) (112,859) (21,200) 

事業費 43,988 59,299 2,007
（うち一般財源） (21,405) (34,434) (1,999) 

事業費 76,321 77,925 5,500
（うち一般財源） (75,052) (76,740) (5,482) 

H27補正予算

特定財源の内訳

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②諸収入8

③諸収入18

[事業費21,200千円]

③ 教育センター
運営管理

② 幼児教育センター
関係事業

① 学びのサポーター
活用事業

[事業費2,007千円] [事業費5,500千円]

相談件数が増加している、発達
や就学に関する幼児教育相談に対
応するため、非常勤職員１名を増
員

・幼児教育研究員（１人） 2,007千円

相談件数が増加している、特別
支援教育に関する教育相談に対応
するため、非常勤職員２名を増員

・教育研究員（２人） 5,500千円

発達に課題のある子どもの自立と社会参加を
目指し、一人一人の教育的ニーズに応じた適切
な指導や必要な支援を行い、将来の基盤となる
「生きる力」を育成

通常学級に在籍する特別な教育
的支援を必要とする児童生徒に対
して、学びのサポーターの活用時
間を拡充

・小中学校への配置時間増 10,910千円
・市立高校への配置 312千円
・介助アシスタントの新設等 9,978千円
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女性・
子ども

教）生涯学習部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

発達に課題のある子どもの自立と社会参加を
目指し、一人一人の教育的ニーズに応じた適切
な指導や必要な支援を行い、将来の基盤となる
「生きる力」を育成

目的

特別支援教育の拡充②

[事業費80,500千円]

豊成・北翔養護学校改修【新規】

豊成養護学校及び北翔養護学校を
小・中学部併設校にするため、プール
等の改修や必要な備品の整備を実施

・施設改修費等 80,500千円

補正予算額 事業費 80,500千円
（一般財源 26,500千円）
（特定財源 54,000千円）

【市債；54,000千円】

豊成（小学部）と北翔（中学部・高等部）は、重度の肢体不
自由と重複障がいのある児童生徒が入学対象
市全域が通学区域であることから、遠距離通学に伴う身体的

負担の軽減が課題
豊成・北翔にそれぞれ小・中学部を併設することにより、通

学距離が短縮化され、通学しやすい教育環境づくりを実現

効果

平成27年度 平成28年度

実施設計 工 事 供用開始

スケジュール
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女性・
子ども

教）生涯学習部
～女性が輝き子どもたちが健やかに育つ街

学校規模適正化の検討地域となっている石
山地区において、児童会館や地域施設との複
合化も含め、統合校に必要な施設整備を検討

事業内容

目的

多世代交流が生まれる学校環境整備

補正予算額 事業費 22,800千円
（一般財源 22,800千円）

事業費 52,000 90,800

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

石山地区の統合校に関する校舎配置や平面計
画等の基本設計を実施

●校舎約5,900㎡ ●児童会館300㎡ ●地域施設450㎡

・工事基本設計 16,501千円
・アスベスト調査費 359千円
・校地現況調査費 2,333千円
・埋文調査費等 3,607千円

事業内容
（うち一般財源） (52,000) (90,800) 

想定スケジュール

基本設計

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

実施設計 工 事 供用開始

～新しい統合校のイメージ～

児童会館 地域施設小学校
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い
つ
ま暮

Ｐ37 ◎ 子どもの心の診療ネットワーク事業 7,900 保）障がい保健福祉部

○ 障がい者相談支援事業 16,000 保）障がい保健福祉部

○ 障がい者就業・生活相談支援事業 13,000 保）障がい保健福祉部

○ 障がい者協働事業運営費補助 9,300 保）障がい保健福祉部

Ｐ38

障がい者の相談支援、就労の推進

福祉・
医療

重点政策３
◎ ： 新規
○ ： レベルアップ

ま
で
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街

○ 障がい者協働事業運営費補助 9,300 保）障がい保健福祉部

Ｐ39 ○ 重度身体障がい者入浴サービス事業 35,700 保）障がい保健福祉部

Ｐ40 ○ 地域ぬくもりサポート事業 5,800 保）障がい保健福祉部

Ｐ41 ◎ 高齢者等の在宅医療ネットワーク推進事業 20,800 保）保健所

Ｐ42 ○ 感染症予防（高齢者予防接種の周知強化） 73,438 保）保健所

Ｐ43 ○ 歯周疾患検診 29,888 保）保健所
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福祉・
医療

保）障がい保健福祉部
～いつまでも安心して暮らせる街

児童精神科医療を中心とした医療、福祉、保
健、教育機関の連携体制の構築を図り、心に悩
みを抱える子どもや発達障がい児が、より適切
な支援を速やかに受けられる環境を整備

目的

子どもの心の診療ネットワーク事業【新規】

補正予算額 事業費 7,900千円
（一般財源 7,900千円）

実施
イメージ

連携チーム事業（北海道大学に委託）
な支援を速やかに受けられる環境を整備

連携体制を構築・運用するため、連携体制等の全体管
理、人材育成等を行う「さっぽろ子どものこころの連携
チーム事業」と適切な支援機関に案内を行う「さっぽろ子
どものこころのコンシェルジュ事業」を実施

・さっぽろ子どものこころの連携チーム事業
1,150千円

・さっぽろ子どものこころのコンシェルジュ事業
6,750千円

合計 7,900千円

事業内容

福祉施設、教育機関、保健センター、一般の小児科等

コンシェルジュ事業実施機関

子ども心身医療センター・民間医療機関５か所

児童精神を扱う医療機関

連携チーム事業（北海道大学に委託）
連携体制の全体管理・医学的支援

人材育成等を行う

児童精神科医療が
必要な患者

適切な福祉施設等を
案内（コンシェルジュ）

適切な医療機関を案内
（コンシェルジュ）

治療後に他の機能での
支援が必要な患者

平成２７年１０月（予定）
事業開始
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福祉・
医療

保）障がい保健福祉部
～いつまでも安心して暮らせる街

障がい者が地域で安心して自立した生活を送
ることができるよう、地域生活の支援充実、雇
用や職場定着促進のための相談支援充実、障が
い者の就労の場拡大のための取組を実施

目的

障がい者の相談支援、就労の推進

(単位：千円）

事業費 308,071 316,182 16,000
（うち一般財源） (308,071) (316,182) (16,000) 

事業費 63,181 65,098 13,000
（うち一般財源） (63,181) (65,098) (13,000) 

事業費 146,965 159,625 9,300
（うち一般財源） (146,965) (159,625) (9,300) 

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

H27補正予算

特定財源の内訳

[事業費16,000千円]

③ 障がい者協働事業
運営費補助

② 障がい者就業・
生活相談支援事業

① 障がい者相談支援事業

[事業費13,000千円] [事業費9,300千円]

相談件数の増加と複雑化する相
談内容に対応するため、相談員の
増員、専門的知識を有する人材確
保の取組を実施

・相談員の増員（５か所、１人増）等
9,642千円

・専門性の高い相談員の確保
6,358千円

相談件数の増加に対応するため、
相談員やジョブサポーターを増員
し、相談者の雇用と職場定着を促
進

・相談員の増員等
（４か所、2.5→3.5人工） 9,471千円
・ジョブサポーターの増員
（４人→６人） 3,529千円

継続した障がい者雇用の場を確
保するため、新たに２か所の事業
所に対し運営費補助を実施（現在
20事業所）

・新規２か所（10月開設、10人雇用）
9,300千円
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福祉・
医療

保）障がい保健福祉部
～いつまでも安心して暮らせる街

入浴の機会提供の上限回数増加による、入
浴の困難な在宅重度身体障がい者の健康の保
持と保健衛生の向上

目的

重度身体障がい者入浴サービス事業

補正予算額 事業費 35,700千円
（一般財源 35,700千円）

42,426 42,653

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

移動入浴車の自宅への派遣又は入浴施設の利用によ
り提供する入浴の上限回数を、現行の月４回から最大
週２回に増加（通年実施の場合、年間48回から104回）
平成27年８月から実施

事業内容

事業費 42,426 42,653
（うち一般財源） (42,426) (42,653) 

スケジュール

２回/週利用可能

４回/月

平成27年８月から実施
７月中に利用者へ周知し、サービス利用券を送付

充実

充実により、入浴の機会が増加し、利用者の皮膚
の清潔の保持や血液循環の促進等の効果が期待で
き、皮膚疾患の予防や床ずれ防止が図られる。

【予算額】 27年度当初 回数増加後
（８月～３月の８か月分）

42,653千円 → 78,353千円
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福祉・
医療

保）障がい保健福祉部
～いつまでも安心して暮らせる街

障がいのある方に対する理解促進を図り、
自立生活を地域全体で支えていくため、地域
住民による有償ボランティア活動を推進する
仕組みを整備

障がいのある方と地域住民（サポーター）と
のマッチングや研修等を行う管理機関（サポー
トセンター）の運営管理を委託により実施
※現在、中央区・南区でモデル的に実施してお
り、平成27年10月から全市に拡大

・サポートセンター委託料等 5,800千円
※現行センター機能強化＋２か所新設

事業内容

目的

地域ぬくもりサポート事業

補正予算額 事業費 5,800千円
（一般財源 5,800千円）

事業費 6,465 5,023
（うち一般財源） (6,465) (5,023) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

スケジュール

・平成27年８月：全市拡大準備（現行センター機能強化）

・平成27年10月：全市拡大（センター２か所新設）
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福祉・
医療

保）保健所～いつまでも安心して暮らせる街

住み慣れた地域で療養を望む高齢者等が「も
れ」や「きれめ」なく医療サービスを受けるこ
とができるよう在宅医療体制を構築

限られた医療資源の適正利用を図るため、か
かりつけ医や在宅医療の普及啓発を実施

目的

高齢者等の在宅医療
ネットワーク推進事業【新規】

補正予算額 事業費 20,800千円
（特定財源 20,800千円）

【道支出金；20,800千円】

かりつけ医や在宅医療の普及啓発を実施

札幌市まちづくり戦略ビジョンやさっぽろ医
療計画に基づき、会議体を設置して、在宅医療
を担う人材の育成や市民等への普及啓発を実施

・会議体の設置 2,976千円
（本会議２回、専門部会各２回）

・在宅医療従事者の人材育成 7,761千円
（医師向け研修、看護師向け研修等）

・普及啓発 10,063千円
（シンポジウムの実施、啓発品の作成等）

事業内容
○推進体制 在宅医療推進会議

スケジュール等

人材育成

○事業実施スケジュール

後方支援

普及啓発

相談窓口

専門部会

７月 10月 ３月

関係団体等
調整・委託

研修等実施

専門部会にて検討
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福祉・
医療

保）保健所～いつまでも安心して暮らせる街

予防接種法第５条に基づいて行う高齢者用
肺炎球菌ワクチンの接種について、接種機会
の確保を目的として、対象年齢の市民に対す
る周知を強化

目的

感染症予防
（高齢者予防接種の周知強化）

補正予算額 事業費 73,438千円
（一般財源 73,438千円）

事業費 2,902,124 3,311,978
(2,670,057) (3,051,859) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

平成26年10月から開始となった高齢者用肺炎
球菌ワクチンの定期接種について、対象年齢等
が難解であることから、接種対象となる市民
(104,351人)に対して個別通知を実施

・個別通知送付費等 9,946千円
・ワクチン接種費用の増 63,492千円
※個別通知による接種者数の増加見込分

事業内容

（うち一般財源） (2,670,057) (3,051,859) 

スケジュール

○平成27年８月～９月頃
・接種対象者への個別通知の送付
【対象者：104,351人】
平成27年４月２日から平成28年４月１日に
65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、
100歳になる市民
※個別通知送付にあわせて広報さっぽろや報
道機関への情報提供等での周知を予定
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福祉・
医療

保）保健所
～いつまでも安心して暮らせる街

平成27年７月～９月 対象者の抽出
受診券印刷等の発送準備

平成27年10月 １回目受診券送付
（27年度４～11月までの対象者）

平成27年11月～ 対象年齢到達１か月前に毎月
受診券送付

歯を失う原因の第１位である歯周病の早期発
見・早期治療のために、歯周疾患検診を実施し、
生涯自分の歯を保つ8020運動を推進

歯周疾患検診受診率向上のために検診対象者
（107,351人）へ受診券の個別送付を実施

・受診券の送付：検診対象者（40歳、50歳、60歳、
70歳）に対し受診券を個別送付

・歯周疾患検診：問診・口腔診査・保健指導

・受診券送付費等 10,879千円
・検診委託料 19,009千円

事業内容

目的

歯周疾患検診

補正予算額 事業費 29,888千円
（一般財源 22,130千円）
（特定財源 7,758千円）

【国庫支出金；7,758千円】

事業費 6,296 6,958
（うち一般財源） (4,825) (5,440) 

(単位：千円）

Ｈ26当初予算 Ｈ27当初予算

スケジュール
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魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

暮
ら
し
や
す
い
街

都市・
環境

○ 避難場所環境整備 80,100 危）危機管理対策部 冬季オリンピック・パラリンピック招致 10,000 観）スポーツ部

◎ 市災害対策本部訓練 10,200 危）危機管理対策部 ◎ 地域スポーツコミッション設立準備 8,000 観）スポーツ部

国際スポーツイベント開催の推進

◎ 異常気象による水害及び土砂災害対策事業 41,800 消）総務部 ◎ ラグビーワールドカップ2019大会開催準備 118,000 観）スポーツ部

◎ 消防団充実強化事業 54,300 消）総務部 ◎
ＦＩＳスノーボードワールドカップ2016
札幌大会補助 29,000 観）スポーツ部

○ 町内会活動総合支援事業 10,000 市）地域振興部 北４東６周辺地区再開発事業 1,336,000 都）市街地整備部

◎ 町内会加入促進に向けた調査検討事業 2,940 市）地域振興部 中央体育館改築事業 1,330,000 観）スポーツ部

Ｐ48 ◎ コンビニ交付システム構築等事業 104,500 市）地域振興部

札幌駅交流拠点まちづくり関連 ○ 冬のみちづくりプラン推進 55,000 建）土木部

札幌駅交流拠点事業化検討 5,162 市）都市計画部 ○ 交差点排雪の強化 740,000 建）土木部

79,638 市）都市計画部 労務単価等上昇分 400,000 建）土木部

5,500 市）市民生活部

新さっぽろ駅周辺地区まちづくり推進事業 69,500 都）市街地整備部

都心エネルギー施策検討 12,000 市）都市計画部 12,000 都）市街地整備部

◎ 都心エネルギーネットワーク推進事業 9,362 市）都市計画部 82,000 建）土木部

Ｐ51 ◎ 都心アクセス道路検討調査 5,000 市）総合交通計画部 市街地再開発事業の推進

北８西１地区再開発事業 997,000 都）市街地整備部

○ 資源回収実施団体奨励 30,000 環）環境事業部 南２西３南西地区再開発事業 380,000 都）市街地整備部

○ リサイクル事業推進 7,900 環）環境事業部 北３東11周辺地区再開発事業 388,000 都）市街地整備部

○ 次世代自動車導入促進事業 5,000 環）環境都市推進部

◎ 燃料電池活用事業 15,000 環）環境都市推進部

Ｐ45

Ｐ47

Ｐ49

Ｐ56

Ｐ46

災害に強い都市づくりの推進②

町内会活動の総合的な支援

Ｐ53

Ｐ52

Ｐ50

水素エネルギーの普及促進

都心エネルギー施策の検討・推進関連

市民とすすめるごみの減量・リサイクルの推進

冬季オリンピック・パラリンピック招致

北４東６周辺地区関連

災害に強い都市づくりの推進①

Ｐ57

Ｐ58

Ｐ54

Ｐ55

Ｐ59

◎
札幌駅前通公共地下歩道及び
地下鉄さっぽろ駅東豊線連絡通路改修

篠路駅周辺地区まちづくり推進事業

雪対策の推進

拠点のまちづくりの推進

重点政策４
◎ ： 新規
○ ： レベルアップ
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都市・
環境

危）危機管理対策部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

厳冬期における地震などの大規模災害に備えた
避難場所環境の整備による災害に強い都市づくり
の推進と、定期的・実戦的な市災害対策本部訓練
の実施による市役所全体の防災・危機管理能力の

目的

災害に強い都市づくりの推進①

(単位：千円）

事業費 109,000 79,300 80,100
（うち一般財源） (109,000) (79,300) (78,100) 

事業費 0 0 10,200
（うち一般財源） (0) (0) (10,200) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①市債2,000

の実施による市役所全体の防災・危機管理能力の
向上

[事業費80,100千円]

② 市災害対策本部訓練【新規】① 避難場所環境整備

[事業費10,200千円]

札幌市まちづくり戦略ビジョンにおける「災害に備
えた地域防災体制づくり」を推進するため、応急救援
備蓄物資の増強・備蓄物資配置場所の整備を実施

・非常食増強 5,920千円
33,250食を整備

・高規格型寝袋への更新 71,689千円
9,440個を更新

・防災拠点倉庫の整備 2,491千円
旧豊水小学校体育館耐震化の設計

平成26年９月11日に発生した豪雨への対応・経験も
踏まえ、大規模な自然災害への対応力の向上を図るた
め、細かな状況を事前に周知しない実戦的なブライン
ド方式の災害対応訓練を実施

・訓練運営支援 10,200千円
「訓練シナリオ」及び「状況付与計画」の作成、訓練の
評価、検証等
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都市・
環境

～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

目的

災害に強い都市づくりの推進②【新規】

消）総務部

(単位：千円）

事業費 0 0 41,800
（うち一般財源） (0) (0) (41,800) 

事業費 0 0 54,300
（うち一般財源） (0) (0) (7,300) 

H27補正予算
特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②市債47,000

ゲリラ豪雨等の異常気象災害に備えた初動体制の迅速化
を図るとともに、大規模災害等に備えた消防団の活動体制
の強化により、災害に強い都市づくりを推進

[事業費41,800千円]

① 異常気象による水害
及び土砂災害対策事業

札幌市まちづくり戦略ビジョンにおける「迅速な災
害対策を行う体制の強化」を推進するため、すべての
消防署・出張所に水防資機材を配備

・隊員装備の配備 33,097千円
救助者用救命胴衣・胴付長靴など

・災害対応資機材の配備 8,703千円
ゲル土のう・要救助者用救命胴衣など

[事業費54,300千円]

② 消防団充実強化事業

地域防災力を充実強化するため、消防団の双方向情
報伝達網を構築するとともに大規模災害に対応した教
育訓練を実施

・デジタル簡易無線整備 25,264千円
消防団指揮本部、分団、災害現場間での確実な情報伝達

を実現
・トランシーバー整備 21,736千円

災害現場の消防団員間の確実な情報伝達を実現
・災害対応訓練の実施 7,300千円

大規模災害を想定した消防団の教育訓練
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都市・
環境

市）地域振興部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

快適な生活環境の確保、地域社会における安
全及び安心の推進など、地域活動の中核を担う
町内会活動をより活性化させるため、町内会活
動を総合的に支援

目的

町内会活動の総合的な支援

(単位：千円）

事業費 30,000 30,000 10,000
（うち一般財源） (30,000) (30,000) (10,000) 

事業費 0 0 2,940
（うち一般財源） (0) (0) (2,940) 

H27補正予算

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

動を総合的に支援 H27補正予算

特定財源の内訳

[事業費10,000千円]

② 町内会加入促進に向けた調査検討事業
【新規】

① 町内会活動総合支援事業

[事業費2,940千円]

町内会活動を多面的かつ継続的に支援するた
め、区域を越えた町内会の交流や情報交換、専
門知識を得るための研修会等を実施し、町内会
活動の活性化を支援

・町内会シンポジウム等開催 2,484千円
・町内会活動のヒント等実践講座支援 5,476千円
・町内会担い手育成セミナー等開催 2,040千円

今後の町内会支援や町内会への加入促進に
向け、他都市の事例の調査や、有識者・町内
会役員等による検討委員会を設置し、条例等
法的整備も視野に入れた支援策を検討

・検討委員会等の開催 2,690千円
・他都市事例調査 250千円
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都市・
環境

市）地域振興部

市民サービスの利便性向上のため、個人番号
カード（平成28年１月から交付開始）を使って、
市内に数多くあるコンビニエンスストアの端末
で、住民票等の発行サービスを実現

平成27年度から平成28年度にかけて、証明
発行サーバの構築及び既存システムの改修を
行うとともに、利用促進のための事前広報を
実施

・サーバの構築及びシステム改修 101,752千円
・利用促進のための事前広報等 2,748千円

事業内容

目的

コンビニ交付システム構築等事業【新規】

補正予算額 事業費 104,500千円
（一般財源 104,500千円）

サービス内容
（予定）

※平成28年１月から希望者に対し、個人番号
カードの交付開始

※平成28年度中のサービス開始を予定
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都市・
環境

市）都市計画部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

北海道新幹線の札幌延伸を見据え、国内外からの来客
を迎える札幌駅周辺の魅力を高めるため、道内とのアク
セスの拠点となる札幌駅交流拠点の基本的な整備のあり
方を定めるとともに、北５西１街区及び北５西２街区の
整備に向けた検討や地下鉄さっぽろ駅などの改修を実施

目的

札幌駅交流拠点まちづくり関連
(単位：千円）

事業費 5,400 0 5,162
（うち一般財源） (5,400) (0) (5,162) 

事業費 0 0 79,638
（うち一般財源） (0) (0) (5,088) 

事業費 0 0 5,500
（うち一般財源） (0) (0) (5,500) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②国庫支出金39,550、市債35,000

③

市）市民生活部

[事業費 85,138千円]

① 札幌駅交流拠点事業化検討
札幌駅前通公共地下歩道及び
地下鉄さっぽろ駅東豊線連絡通路改修【新規】

[事業費 5,162千円]

地下ネットワークの充実強化・新たなにぎわいや回遊
性の創出のため、東豊線連絡通路の柵撤去・札幌駅前通
公共地下歩道（地下鉄南北線さっぽろ駅部）改修のほか、
アイヌ文化を感じられる空間を整備
（平成29年11月供用開始予定）

実施設計等 21,318千円
柵撤去に伴う改札システム等改修 58,320千円

③ アイヌ文化空間整備検討費 5,500千円

主要街区である北５西１街区及び北５西２街区の一
体的な整備による土地の高度利用や交通結節機能の向
上等を目的として、先導街区整備基本構想を策定する
とともに、その事業化に向けた検討に着手

・事業化検討業務等 5,162千円 ②
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都市・
環境

～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

災害に強いまちづくりや「環境首都さっぽろ」にふさわ
しい低炭素社会の実現を目指し、都心において効率的なエ
ネルギーネットワークの構築を推進

目的

都心エネルギー施策の
検討・推進関連

(単位：千円）

事業費 14,000 0 12,000
（うち一般財源） (14,000) (0) (12,000) 

事業費 0 0 9,362
（うち一般財源） (0) (0) (9,362) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

[事業費12,000千円]

② 都心エネルギーネットワーク推進事業【新規】① 都心エネルギー施策検討

[27～29年度 総事業費約19億円、総支援額約1.9億円]

平成25年度から検討してきた都
心エネルギー施策の策定と、これ
に基づく具体的な事業を進めるた
めの検討

・都心エネルギー施策検討等 12,000千円
・27年度支援 9,362千円

市）都市計画部

北１西１周辺街区において、
国の補助事業を活用しながら
エネルギーネットワークを構
築するための支援を実施

EC EC

EC

EC

EC（エネルギーセンター）

エネルギー
ネットワーク

西
２
丁
目
地
下
歩
道

電力・熱

天然ガスコジェネ

北1条通

温水
冷水

エネルギー
センター

電力
温水
冷水

北１西１地区
再開発建物

札幌市役所
本庁舎 大通西1丁目街区
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都市・
環境

市）総合交通計画部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

都心部と高速道路を結ぶ創成川通（国道５号）
のアクセス機能を強化することにより、新幹線札
幌延伸と連携した広域的な交通ネットワークの形
成が図られ、市内及び道内の観光振興や物流機能

目的

都心アクセス道路検討調査【新規】

補正予算額 事業費 5,000千円
（一般財源 5,000千円）

成が図られ、市内及び道内の観光振興や物流機能
等の強化を図るとともに、沿道地域のまちづくり
や交流活性化に貢献

事業内容

・創成川通機能強化検討調査 5,000千円

創成川通（国道５号）検討対象箇所
区間：北３条通～札幌新道
延長：約４ｋｍ

創成川通の機能強化の実現に向けて、現状の
課題や交通量等を分析するとともに、交通面の
ほかまちづくりの観点など様々な角度から整備
効果の検証を実施
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都市・
環境

環）環境事業部～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

環境低負荷型資源循環社会を目指し、家庭から
ごみとして排出されている古紙や古着の減量・リ
サイクルに、市民・事業者が自主的に取り組む環
境づくりを推進

目的

市民とすすめるごみの減量・
リサイクルの推進

(単位：千円）

事業費 244,920 243,341 30,000
（うち一般財源） (244,920) (243,341) (30,000) 

事業費 39,493 39,467 7,900
（うち一般財源） (29,580) (29,489) (7,725) 

H27補正予算
特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②諸収入175

[事業費30,000千円]

② リサイクル事業推進① 資源回収実施団体奨励

[事業費7,900千円]

新聞、雑誌、ダンボールやビン、金属類等の更なる
資源化に向け、集団資源回収の回収量が増加した実施
団体に対して奨励金のインセンティブを付与する制度
を開始

・奨励金のインセンティブ付与 28,520千円
・システム改修費 1,156千円
・周知用ポスターの作成等 324千円

・回収ボックスの購入 5,100千円
・普及啓発 2,800千円

クリーニング協同組合と連携し、市民に身近で利便
性が高いクリーニング店を古着の回収拠点とすること
で、古着のリユースを促進
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都市・
環境

環）環境都市推進部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

低炭素社会の実現を目指して、札幌市温暖
化対策推進計画に基づき、燃料電池自動車の
普及など、水素エネルギーに着目した取組を
推進

目的

水素エネルギーの普及促進
(単位：千円）

事業費 60,059 36,246 5,000
（うち一般財源） (23,416) (12,426) (5,000) 

事業費 0 0 15,000
（うち一般財源） (0) (0) (2,000) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②市債13,000

① 次世代自動車導入促進事業

[事業費15,000千円]

水素を活用した分散電源の普及に向け、市民への
普及啓発を目的とし、次世代エネルギーパークであ
る円山動物園に燃料電池(エネファーム)を導入

・工事費 11,358千円
・設計費等 3,642千円

[事業費5,000千円]

燃料電池自動車（ＦＣ
Ｖ）の普及に向けて、北
海道及び道内他都市と連
携し、ＦＣＶ導入や水素
供給の可能性、普及支援
策などの調査や検討を実
施

・基礎調査検討費 5,000千円

② 燃料電池活用事業【新規】

※①Ｈ27年１定補正予算額49,000千円
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都市・
環境

観）スポーツ部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

冬季オリンピック・パラリンピックの招致推

進に向けた、市民への情報提供・各種ＰＲの実

施及びスポーツイベント誘致を戦略的に行う札

幌版「地域スポーツコミッション」の設立準備

目的

冬季オリンピック・パラリンピック招致

(単位：千円）

事業費 0 0 10,000
（うち一般財源） (0) (0) (10,000) 

事業費 0 0 8,000
（うち一般財源） (0) (0) (8,000) 

H27補正予算
特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

特定財源の内訳

[事業費10,000千円]

① 冬季オリンピック・パラリンピック招致

冬季オリンピック・パラリンピックの招致に向
け、招致気運の醸成を図るため、市民への情報提
供、関係団体との連携、広報活動を展開

・ＰＲイベント等の実施及びＰＲ動画・パンフレット等作成
10,000千円

② 地域スポーツコミッション設立準備【新規】

[事業費8,000千円]

近年の海外・他都市先行事例調査など、地域ス
ポーツコミッション設立に向けた準備及び、2020年
東京オリンピック・パラリンピック等の事前キャン
プ誘致に向けた取組

・地域スポーツコミッション設立準備 6,000千円
・事前キャンプ誘致に向けた施設適合調査等 2,000千円

※①Ｈ27年１定補正予算額136,000千円
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都市・
環境

観）スポーツ部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

市民のスポーツに対する関心を高め、スポー
ツ振興を促進するため、世界トップレベルのス
ポーツ大会にふれる機会を提供

国際スポーツイベントを通じて国内外へ札幌

目的

国際スポーツイベント開催の推進【新規】

(単位：千円）

事業費 0 0 118,000
（うち一般財源） (0) (0) (118,000) 

事業費 0 0 29,000
（うち一般財源） (0) (0) (29,000) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

国際スポーツイベントを通じて国内外へ札幌
の魅力をＰＲ

[事業費118,000千円]

② ＦＩＳスノーボードワールドカップ
2016札幌大会補助

① ラグビーワールドカップ2019大会開催準備

[事業費29,000千円]

ラグビーワールドカップ2019の札幌開催に向け
た準備

・開催都市分担金 100,000千円
・2015イングランド大会におけるＰＲ等 13,150千円
・気運醸成費等 4,850千円

ＦＩＳスノーボードワールドカップ2016札幌大会
組織委員会に対する補助

・補助金 29,000千円

【大会開催概要】
・４年に一度開催されるラグビー界最大のスポーツイベントであ

り、2019年日本大会は、札幌市を含め全国12都市での開催
・開催時期は、2019年（平成31年）９～10月、札幌市では札幌

ドームでの開催を予定

【大会開催概要】
・国際スキー連盟（ＦＩＳ）が主催する、オリンピック、世界

選手権と並ぶ競技レベルの大会
・札幌大会実施種目は「ハーフパイプ」
・平成28年２月13日（女子）14日（男子）、札幌ばんけいス

キー場内ハーフパイプコースにおいて開催
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都市・
環境

～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

民間投資を最大限に活用しながら、創成東地区にふ
さわしい土地の高度利用と都市機能の更新を図るため、
北４東６周辺地区において再開発事業を推進

あわせて、老朽化している中央体育館を当地区に移
転改築

目的

北４東６周辺地区関連

(単位：千円）

事業費 91,000 0 1,336,000
（うち一般財源） (45,500) (0) (115,000) 

事業費 7,850 89,000 1,330,000
（うち一般財源） (2,850) (23,000) (333,000) 

H27補正予算
特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①国庫支出金668,000、市債553,000

②市債997,000

都）市街地整備部

観）スポーツ部

転改築

[総事業費 約300億円 総補助額 約45億円 ] [27年度事業費1,336,000千円]

② 中央体育館改築事業① 北４東６周辺地区再開発事業

[総事業費 約100億円] [27年度事業費1,330,000千円]

民間再開発事業の施行者に対し、調査
設計計画費及び土地整備費の一部を補助

＜計画内容＞
地区面積：約4.1ha
延床面積：約84,000㎡
用途：体育館,共同住宅(260戸),商業,医療・福祉等

＜スケジュール＞
平成27年度：実施設計等
平成28～30年度：１期工事（体育館、共同住宅等）
平成30～32年度：２期工事（医療・福祉等）

市民のスポーツ活動を支える中核施設と
して改築する中央体育館について、用地取
得費を再開発組合へ負担金として支出

＜計画内容＞
敷地面積：約13,700㎡
延床面積：約19,140㎡

体育館 約14,300㎡
駐車場等 約4,840㎡

構造：ＲＣ造 地上３階建
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都市・
環境

建）土木部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

限られた予算、事業者の人員体制や資機材等の
中で、社会情勢の変化に対応した市民満足度の高
い雪対策を推進するため、見直しや工夫、新規の
取組を含め除排雪方法の検証を行い、市民や企業、
関係機関などと協働による持続可能な除雪体制を
推進

目的

雪対策の推進

[事業費55,000千円]

② 交差点排雪の強化
① 冬のみちづくり

プラン推進

現状の除雪体制の効果や課題の検
証、地域除雪強化に向けた小型除雪
機リース補助の試行、冬のルール順
守やマナー向上に向けた取組を実施

・プラン検証等業務 20,840千円
・小型除雪機リース補助 1,200千円
・広報、啓発等業務 32,960千円

[事業費740,000千円]

見通し改善による安全確保の
ため、交差点排雪を効果的に行
う体制を新設し、交通量の多い
幹線道路と生活道路との交差点
を中心に交差点排雪を強化

・交差点排雪強化 740,000千円

(単位：千円）

事業費 9,260 0 55,000
（うち一般財源） (9,260) (0) (55,000) 

事業費 4,334,634 4,587,252 740,000
（うち一般財源） (3,517,634) (3,770,252) (740,000) 

事業費 0 0 400,000
（うち一般財源） (0) (0) (400,000) 

H27補正予算

特定財源の内訳

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

交差点排雪強化のイメージ

※③は労務単価等上昇に対応するもの
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都市・
環境

～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

地域の生活を支える主要な拠点である地域交
流拠点において、生活利便機能や公共機能など
の多様な都市機能の誘導を図るため、土地区画
整理事業などの基盤整備を推進

目的

拠点のまちづくりの推進

(単位：千円）

事業費 3,500 0 69,500
（うち一般財源） (3,500) (0) (69,500) 

事業費 69,000 0 94,000
（うち一般財源） (62,000) (0) (85,000) 

H27補正予算

特定財源の内訳

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

②国庫支出金9,000

建）土木部
都）市街地整備部

特定財源の内訳

[事業費 69,500千円]

② 篠路駅周辺地区まちづくり推進事業① 新さっぽろ駅周辺地区まちづくり推進事業

[事業費 94,000千円]

・公募型プロポーザル準備
8,700千円

・街区整備調査･設計
60,800千円

北区北部の拠点として
ふさわしいまちづくりを
進めるため、土地区画整
理事業や鉄道高架事業の
実施に向けた調査を実施

・土地区画整理事業調査
12,000千円

・連続立体交差事業調査
82,000千円

地下鉄始発駅（ゲー
トウェイ拠点）の重点
的な整備の促進を目指
し、市営住宅余剰地の
活用に向けた調査等を
実施
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都市・
環境

都）市街地整備部
～魅力と活力にあふれた暮らしやすい街

民間投資を最大限に活用し、都心及び拠
点にふさわしい土地の高度利用と都市機能
の更新を図るため、再開発事業を推進

目的

市街地再開発事業の推進
(単位：千円）

事業費 441,000 0 997,000
（うち一般財源） (63,500) (0) (72,500) 

事業費 156,000 0 380,000
（うち一般財源） (27,000) (0) (47,000) 

事業費 54,000 0 388,000
（うち一般財源） (27,000) (0) (29,000) 

H27補正予算

③

Ｈ27補正予算Ｈ26当初予算

①

②

Ｈ27当初予算

①国庫支出金498,500、市債426,000

②国庫支出金190,000、市債143,000
民間再開発事業の施行者に調査設計計事業内容

H27補正予算

特定財源の内訳
②国庫支出金190,000、市債143,000

③国庫支出金194,000、市債165,000

③ 北３東11周辺地区再開発事業② 南２西３南西地区再開発事業① 北８西１地区再開発事業

＜計画内容＞
規模：地上50階、地下２階
延床面積：約121,500㎡
用途：共同住宅(約600戸)、

医療・福祉施設、
商業等

＜スケジュール＞
平成27年度：実施設計等
平成28年度：工事着手
平成31年度：工事しゅん功

＜計画内容＞
規模：地上25階 延床面積：約62,000㎡
用途：共同住宅(約320戸)、商業、医療、

高齢者向け住宅(約50戸)、業務
＜スケジュール＞
平成27年度：

実施設計等
平成28年度：

工事着手
平成32年度：

工事しゅん功

民間再開発事業の施行者に調査設計計
画費、土地整備費等の一部を補助

＜計画内容＞
規模：地上28階、地下２階
延床面積：約44,000㎡
用途：商業、共同住宅(約130戸)、

業務施設等
＜スケジュール＞
平成27年度：実施設計等
平成28年度：工事着手
平成31年度：工事しゅん功

[27年度事業費997,000千円] [27年度事業費388,000千円][27年度事業費380,000千円]

[総事業費約410億円、総補助額約72億円] [総事業費約240億円、総補助額約64億円] [総事業費約190億円、総補助額約28億円]

- 59 -



Ⅲ 資料Ⅲ 資料

- 60 -



歳　　　入 (単位：千円、％）

比較増減

補正前 構成比 2定補正 補正後　Ａ 構成比 金額 Ｂ 構成比 Ａ－Ｂ 金額 構成比

1 市 税 281,100,000 32.2 0 281,100,000 31.2 280,700,000 31.7 400,000 0.1 281,100,000 30.6

2 地 方 譲 与 税 5,492,320 0.6 0 5,492,320 0.6 5,541,319 0.6 ▲ 48,999 ▲ 0.9 5,492,320 0.6

3 利 子 割 交 付 金 527,000 0.1 0 527,000 0.1 703,000 0.1 ▲ 176,000 ▲ 25.0 527,000 0.1

4 配 当 割 交 付 金 519,000 0.1 0 519,000 0.1 524,000 0.1 ▲ 5,000 ▲ 1.0 519,000 0.1

5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 89,000 0.0 0 89,000 0.0 89,000 0.0 0 0.0 89,000 0.0
交 付 金

6 地 方 消 費 税 33,801,000 3.9 0 33,801,000 3.8 23,240,000 2.6 10,561,000 45.4 33,801,000 3.7
交 付 金

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 110,000 0.0 0 110,000 0.0 107,000 0.0 3,000 2.8 110,000 0.0
交 付 金

8 自 動 車 取 得 税 548,000 0.1 0 548,000 0.1 521,000 0.1 27,000 5.2 548,000 0.1
交 付 金

9 軽 油 引 取 税 7,956,000 0.9 0 7,956,000 0.9 7,836,000 0.9 120,000 1.5 7,956,000 0.9
交 付 金

10 国有提供施設等所在 68,000 0.0 0 68,000 0.0 69,000 0.0 ▲ 1,000 ▲ 1.4 68,000 0.0
市 町 村 助 成 交 付 金

11 地 方 特 例 交 付 金 924,000 0.1 0 924,000 0.1 913,000 0.1 11,000 1.2 924,000 0.1

一   般   会   計   款   別   内   訳   表

款
27年度予算額 26年度予算額

増減率
前年度からの繰越額を含めた額

11 地 方 特 例 交 付 金 924,000 0.1 0 924,000 0.1 913,000 0.1 11,000 1.2 924,000 0.1

12 地 方 交 付 税 84,500,000 9.7 5,000,000 89,500,000 9.9 94,400,000 10.7 ▲ 4,900,000 ▲ 5.2 89,500,000 9.7

13 交 通 安 全 対 策 623,972 0.1 118,028 742,000 0.1 754,000 0.1 ▲ 12,000 ▲ 1.6 742,000 0.1
特 別 交 付 金

14 分 担 金 5,382,029 0.6 0 5,382,029 0.6 5,802,011 0.7 ▲ 419,982 ▲ 7.2 5,382,029 0.6
及 び 負 担 金

15 使 用 料 22,504,921 2.6 0 22,504,921 2.5 20,587,925 2.3 1,916,996 9.3 22,504,921 2.5
及 び 手 数 料

16 国 庫 支 出 金 188,767,031 21.6 5,270,011 194,037,042 21.5 186,827,091 21.1 7,209,951 3.9 200,967,708 21.9

17 道 支 出 金 41,825,651 4.8 177,522 42,003,173 4.7 34,692,344 3.9 7,310,829 21.1 42,253,173 4.6

18 財 産 収 入 5,448,224 0.6 0 5,448,224 0.6 9,008,004 1.0 ▲ 3,559,780 ▲ 39.5 5,448,224 0.6

19 寄 附 金 308,678 0.0 0 308,678 0.0 378,556 0.0 ▲ 69,878 ▲ 18.5 308,678 0.0

20 繰 入 金 3,843,482 0.4 5,169,800 9,013,282 1.0 18,417,876 2.1 ▲ 9,404,594 ▲ 51.1 9,013,282 1.0

21 繰 越 金 10 0.0 16,902 16,912 0.0 10 0.0 16,902 - 3,900,002 0.4

22 諸 収 入 100,674,682 11.5 878,864 101,553,546 11.3 102,863,864 11.6 ▲ 1,310,318 ▲ 1.3 101,553,546 11.1
23 市 債 87,201,000 10.0 12,192,000 99,393,000 11.0 90,775,000 10.3 8,618,000 9.5 105,789,000 11.5

872,214,000 100.0 28,823,127 901,037,127 100.0 884,750,000 100.0 16,287,127 1.8 918,496,883 100.0

※　補正前には、1臨専決分14,000千円を含む

歳入合計
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(単位：千円、％）

歳　　　出

比較増減

補正前 構成比 2定補正 補正後　Ａ 構成比 金額 Ｂ 構成比 Ａ－Ｂ 金額 構成比

1 議 会 費 1,814,535 0.2 7,590 1,822,125 0.2 1,682,111 0.2 140,014 8.3 1,822,125 0.2

2 総 務 費 36,369,624 4.2 3,077,112 39,446,736 4.4 45,971,499 5.2 ▲ 6,524,763 ▲ 14.2 40,199,685 4.4

3 保 健 福 祉 費 344,250,020 39.5 1,409,013 345,659,033 38.4 332,101,556 37.5 13,557,477 4.1 348,747,587 38.0

4 環 境 費 17,480,872 2.0 1,351,940 18,832,812 2.1 18,579,477 2.1 253,335 1.4 19,441,812 2.1

5 労 働 費 597,469 0.1 17,570 615,039 0.1 781,133 0.1 ▲ 166,094 ▲ 21.3 698,739 0.1

6 経 済 費 84,751,398 9.7 1,475,824 86,227,222 9.6 85,594,817 9.7 632,405 0.7 87,700,523 9.5

7 土 木 費 82,168,494 9.4 19,976,962 102,145,456 11.3 95,008,064 10.7 7,137,392 7.5 110,171,891 12.0

8 消 防 費 4,424,850 0.5 128,700 4,553,550 0.5 4,940,770 0.6 ▲ 387,220 ▲ 7.8 4,553,550 0.5

9 教 育 費 36,958,486 4.2 679,267 37,637,753 4.2 41,623,067 4.7 ▲ 3,985,314 ▲ 9.6 40,871,623 4.4

10 公 債 費 88,032,000 10.1 0 88,032,000 9.8 88,948,000 10.1 ▲ 916,000 ▲ 1.0 88,032,000 9.6

11 諸 支 出 金 87,023,252 10.0 699,149 87,722,401 9.7 81,634,506 9.2 6,087,895 7.5 87,914,348 9.6

12 職 員 費 87,843,000 10.1 0 87,843,000 9.7 87,385,000 9.9 458,000 0.5 87,843,000 9.6

13 予 備 費 500,000 0.1 0 500,000 0.1 500,000 0.1 0 0.0 500,000 0.1

872,214,000 100.0 28,823,127 901,037,127 100.0 884,750,000 100.0 16,287,127 1.8 918,496,883 100.0

※　補正前には、１臨専決分14,000千円を含む

歳出合計

一   般   会   計   款   別   内   訳   表

款
27年度予算額 26年度予算額

増減率
前年度からの繰越額を含めた額
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　　　　　　　　　　一　　般　　会　　計 　　　　　　　　　　企　　業　　会　　計 (単位：千円、％）

会 計 27年度予算額 26年度予算額 比較増減 増減率 会 計 27年度予算額 26年度予算額 比較増減 増減率

901,037,127 34,061,000  ▲ 6,760,000  ▲ 19.8 
【28,823,127】 〈28,521,000〉 〈▲ 1,220,000〉 〈▲ 4.3〉

4,586,000  ▲ 365,000  ▲ 8.0 

　　　　　　　　　　特　　別　　会　　計 〈4,207,000〉 〈14,000〉 〈0.3〉

4,993,000  ▲ 2,884,000  ▲ 57.8 
〈4,255,000〉 〈▲ 2,146,000〉 〈▲ 50.4〉

90,764,318 92,509,000  ▲ 1,744,682  ▲ 1.9 
【76,318】 〈86,580,000〉 〈4,184,318〉 〈4.8〉

498,000 65,801,000  2,531,000  3.8 
【100,000】 〈65,380,000〉 〈2,952,000〉 〈4.5〉

88,879,000  ▲ 917,000  ▲ 1.0 
〈83,349,000〉 〈4,613,000〉 〈5.5〉

平　成　27　年　度　各　会　計　予　算　総　括　表

病 院 事 業

中 央 卸 売 市 場 事 業

軌 道 事 業 2,109,000

駐 車 場 68,332,000

402,0002,865,0003,267,000土 地 区 画 整 理 14.0

▲ 41.6▲ 355,000853,000

母 子 父 子 寡 婦
福 祉 資 金 貸 付

高 速 電 車 事 業

水 道 事 業

▲ 3.5▲ 8,000227,000219,000

27年度予算額 26年度予算額

下 水 道 事 業 87,962,000

一 般 会 計 884,750,000 16,287,127 1.8

比較増減 増減率

4,221,000

27,301,000

会 計

※26年度からの明許繰越に係る繰越額を除く。
※【 】内の数値は、肉付補正額(内数)である。
※企業会計の〈 〉内の数値は、公営企業会計制度の

変更初年度の特殊要素を除いた額である。

〈83,349,000〉 〈4,613,000〉 〈5.5〉

230,458,359 280,689,318 290,829,000  ▲ 10,139,682  ▲ 3.5 
【43,359】 【76,318】 〈272,292,000〉 〈8,397,318〉 〈3.1〉

23,244,599
【27,599】

131,888,191 1,573,384,594 1,536,302,000 37,082,594 2.4
【50,191】 【29,120,594】 〈1,517,765,000〉 〈55,619,594〉 〈3.7〉

391,658,149 413,289,241
【221,149】 【12,336,000】

0.62,516,866410,772,375

11.2

6.47,927,191

合 計

123,961,000

8.630,935,149360,723,000

2,050,0002,083,000 33,000基 金

国 民 健 康 保 険

▲ 1.2▲ 278,40123,523,000

23,214,359207,244,000

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

1.6

福 祉 資 金 貸 付

総 計

公 債 会 計合 計
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補正項目一覧

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額

危機管理対策室

危機管理対策部

○ 避難場所環境整備費 Ｐ45 応急救援備蓄物資の増強、備蓄物資配置場
所の整備等

80,100　

地域防災計画修正費 札幌市地域防災計画の修正に向けた調査及
び調査結果を踏まえた計画の修正

9,400　

◎ 札幌都心地域帰宅困
難者対策推進費

災害時の帰宅困難者等の安全確保を図るた
め、情報提供体制や一時滞在施設の運営体
制の確立に向けた各種ガイドラインを検討

5,000　

◎ 市災害対策本部訓練
費

Ｐ45 大規模災害への対応力向上を図るため、実
戦的な災害対応訓練を実施

10,200　

防災行政無線更新整
備事業費

防災行政無線に係る移動局無線機の更新整
備

64,000　

市長政策室

政策企画部

一　般　会　計
◎ ： 新規
○ ： レベルアップ

部・事業名

○ 創造都市さっぽろ推
進費

創造都市さっぽろ推進のため、ユネスコ創
造都市ネットワーク加盟を活かしたイベン
ト等を実施

17,600　

◎ 国土強靭化地域計画
策定費

国の国土強靭化基本計画に調和した地域計
画の策定

5,900　

◎ 計画策定費 次期中期実施計画の策定 27,000　

札幌市立大学施設整
備補助金

札幌市立大学が行う桑園キャンパス管理実
習棟空調設備工事に係る実施設計費の補助

2,200　

改革推進部

◎ 改革計画策定費 次期行財政改革に関する計画の策定 5,000　

広報部

○ ラジオ・テレビ等利
用広報費

テレビ広報特別番組の制作放映 9,000　

○ 広報一般事務費 公共データ利用推進のため「オープンデー
タカタログページ」を新設

1,000　

◎ 広報手法調査研究費 効果的な広報を実施するための調査研究 10,000　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

○ シティプロモート推
進費

さっぽろの魅力の一つである「冬・雪」を
テーマとした市民向けイメージプロモー
ションを実施

10,000　

総務局

国際部

多文化共生推進事業
費

札幌で生活を始める外国籍市民を対象とし
て配布する生活情報冊子「くらしのガイ
ド」の作成等

826　

姉妹・友好都市交流
関係事業費

姉妹・友好都市との各種交流事業等を実施 6,481　

○ 海外シティプロモー
ト推進事業費

Ｐ21 海外における札幌の認知度・好感度向上を
目的としたシティプロモートの実施

56,000　

留学生誘致促進事業
費

海外からの留学生の受入れを促進するため
のプロモーションや生活支援の実施

2,800　

◎ さっぽろ国際人材育
成事業費

国際化を担う人材を育成するため、高校生
を対象としたセミナー等の開催及び留学支
援の実施

3,650　

職員部

人事管理関係費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改 15,990　人事管理関係費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修

15,990　

情報化推進部

◎ 菊水分庁舎非常用発
電設備整備費

菊水分庁舎への非常用発電設備整備に係る
設計

5,000　

社会保障・税番号制
度対応システム改修
費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

187,214　

東京事務所

首都圏シティＰＲ事
業費

首都圏において、メディアやイベント等に
より札幌の魅力を発信

14,367　

◎ 首都圏における札幌
広域圏の魅力発信事
業費

札幌の魅力に併せて、広域圏の魅力ある観
光資源を発信

2,477　

市民まちづくり局

地域振興部

◎ マイナンバー制度対
応事業費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

51,300　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ コンビニ交付システ
ム構築等事業費

Ｐ48 証明書のコンビニ交付実施を目指したシス
テム構築と利用促進のための事前広報

104,500　

◎ 犯罪のない安全で安
心なまちづくり推進
事業費

「第２次札幌市犯罪のない安全で安心なま
ちづくり等基本計画」に基づく企業、町内
会等と連携した子どもの見守り活動を支援

1,390　

自転車マナー向上対
策費

自転車ルール・マナーの広報啓発を目的に
札幌駅前通にて自転車押し歩き啓発を実施

3,249　

◎ まちづくりセンター
地域自主運営化推進
事業費

地域自主運営まちづくりセンターへの委託
料等

6,963　

地域活動の場整備支
援事業費

地域活動の場を創意工夫して改修・整備す
る事業への補助

69,800　

地域カルテマップ活
用推進事業費

地域カルテ・マップを活用した地域におけ
るオリジナルマップ作成等の支援

2,434　

○ 次世代の活動の担い
手発掘育成事業費

学生の地域活動への参加機会を創出 3,800　

○ 町内会活動総合支援
事業費

Ｐ47 町内会運営に役立つセミナー等の開催によ
り、町内会活動を支援

10,000　

◎ 町内会加入促進に向
けた調査検討事業費

Ｐ47 町内会・自治会への加入を促すための条例
等法的整備も視野に入れた支援策を検討

2,940　
けた調査検討事業費 等法的整備も視野に入れた支援策を検討

ソーシャルデザイ
ナー養成事業費

ソーシャルデザインを学ぶことを通して、
地域課題等の解決を目指す人材を育成強化

5,500　

企業による市民活動
促進事業費

まちづくりパートナー企業との連携など、
企業の社会貢献活動を促進

3,422　

ＮＰＯによる地域
ネットワーク事業費

ＮＰＯと町内会等の連携を支援するととも
に、協働提案による事業に財政的支援を実
施

12,700　

◎ 市民まちづくり活動
情報提供システム構
築事業費

まちづくり活動団体の情報を一元化すると
ともに、インターネット等を通じて組織や
活動内容などを情報提供するシステムの構
築

29,500　

地区センター改修事
業費

エレベーター未設置の地区センターにエレ
ベーターを設置
　実施設計　もいわ地区センター

4,060　

◎ 地域マネジメント推
進事業費

地域課題等を地域住民が共有するワーク
ショップ等の開催や、解決に向けたまちづ
くり活動を支援

16,000　

市民生活部

消費者行政活性化事
業費

消費生活相談体制の強化等 34,177　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ アイヌ伝統文化振興
事業費

Ｐ49 地下鉄さっぽろ駅改修に合わせたアイヌ文
化を感じられる空間の整備の検討

5,500　

○ ＤＶ対策推進事業費 配偶者等からの暴力に関する各種相談、関
係機関への同行支援等

7,300　

都市計画部

拠点まちづくり検討
事業費

地下鉄駅周辺等の拠点の機能向上を図るた
め、建替更新などの機会を通じて、多様な
機能集積・魅力ある空間創出などを誘導す
る対応策の検討

2,000　

地域街並みづくり推
進事業費

路面電車沿線地区の景観的な魅力を高める
ガイドラインの策定

2,500　

◎ まちの価値を高める
ルールづくり支援事
業費

一般市街地等における地域の特性に応じた
まちづくりの取組への支援

2,500　

○ 札幌駅交流拠点まち
づくり推進費

Ｐ49 札幌駅交流拠点先導街区整備基本構想の策
定及び事業化検討、並びに札幌駅前通公共
地下歩道及び地下鉄さっぽろ駅東豊線連絡
通路の改修

84,800　

創世交流拠点まちづ
くり推進費

創世交流拠点のまちづくり推進に向けた空
間形成の在り方の検討

9,000　

都心エネルギー施策
検討費

Ｐ50 都心エネルギー施策の策定及びこれに基づ
く具体的な事業実施に向けた検討

12,000　

◎ 都心エネルギーネッ
トワーク推進事業費

Ｐ50 北１西１周辺街区におけるエネルギーネッ
トワーク構築のための支援

9,362　

総合交通計画部

○ 地域公共交通対策推
進費

清田区における公共交通サービスアップに
係る検討・実施等

14,300　

○ 公共交通ネットワー
ク確保対策事業費

地域交通体系の検討及び公共交通への自発
的な転換を促す取組等

11,000　

路面電車延伸推進費 延伸検討調査及びループ化整備効果検証等 12,000　

道路交通調査費 交通円滑化対策など都市計画道路に係る検
討・調査

4,000　

◎ 都心アクセス道路検
討調査費

Ｐ51 創成川通の機能強化に関する検討 5,000　

交通施設計画推進費 札幌駅周辺交通施策の調査検討 5,000　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

財政局

財政部

○ 高速電車事業会計出
資金（地下鉄建設費
分）

高速電車事業会計への一般会計からの繰出
金

11,000　

税政部

地方税法改正に伴う
システム改修費

地方税法改正に対応するため必要となるシ
ステム改修の実施

97,740　

社会保障・税番号制
度対応システム改修
費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

371,615　

管財部

普通財産取得費 普通財産の取得 567,000　

保健福祉局

総務部

○ 臨時福祉給付金事業
費

消費税率の引き上げに際し、低所得者及び
子育て世帯の負担の影響に鑑み、暫定的、
臨時的に行う給付措置

120,000　

臨時的に行う給付措置

○ 生活困窮者自立支援
事業費

すぐには就労が困難な生活困窮者に向け
て、就労体験の場等を提供するとともに、
就労訓練の受入先となる事業所を開拓

3,000　

社会保障・税番号制
度対応システム改修
費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

116,756　

高齢保健福祉部

はつらつシニアサ
ポート事業費

高齢者の生きがい支援のため地域貢献につ
ながる高齢者団体等の自主的な活動を支援

4,091　

介護保険会計繰出金
（事務費分等）

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

50,191　

障がい保健福祉部

社会保障・税番号制
度対応システム改修
費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

27,594　

○ 地域ぬくもりサポー
ト事業費

Ｐ40 地域住民による障がい児（者）有償ボラン
ティアを推進する仕組みを整備
　２区から10区

5,800　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

重症心身障がい者受
入促進事業費

常勤看護師を加配し、重症心身障害児
（者）の受入れを行った生活介護事業所・
短期入所事業所に補助を実施

15,000　

○ 障がい者協働事業運
営費補助金

Ｐ38 障がい者を継続して雇用する事業所に対す
る補助　２か所

9,300　

障がい者元気スキル
アップ事業費

障がい者の雇用を推進するため、障がい
者、福祉サービス事業所及び民間企業を対
象としたセミナー等を実施

7,748　

○ パーソナルアシスタ
ンス事業費

重度の知的・精神障がい者の地域生活を支
えるため、地域の人材を介助者として活用

1,510　

重症心身障がい児者
地域生活支援事業費

短期入所を新たに実施し、又は受入れの増
を図る施設に対し、人工呼吸器その他の医
療機器の購入及び設備改修を補助

5,000　

◎ 障がい者就労機会創
出事業費

白石区複合庁舎元気カフェの基本計画策
定、地下鉄南北線さっぽろ駅構内での障が
い者を雇用する店舗のあり方検討

1,800　

◎ 子どもの心の診療
ネットワーク事業費

Ｐ37 児童精神科医療に関する連携体制を構築
し、各支援機関の機能向上を図るととも
に、適切な支援機関に案内を行う事業を実
施

7,900　

◎ 地域における障がい 障がい者スポーツの普及促進を図るため、 5,000　地域における障がい
者スポーツ普及促進
事業費

障がい者スポーツの普及促進を図るため、
有識者会議の開催及び実践研究を実施

5,000　

ほっとけない・ここ
ろ推進事業費

自殺予防のための若年層対策や、市民向け
研修、専門職等に対する人材養成、普及啓
発等の実施

15,100　

グループホーム新築
費・スプリンクラー
緊急整備費補助金

グループホームの新設及びスプリンクラー
の設置義務が発生するグループホーム・短
期入所事業所の設備設置に対し補助を実施

16,440　

障がい者地域生活
サービス基盤整備事
業費

生活介護・短期入所（併設）事業所の新築
費補助　１か所

101,200　

○ 自立支援事業費 国保連請求データ審査システムを導入し、
事業者請求に対する審査機能を強化

1,620　

○ 障がい者相談支援事
業費

Ｐ38 相談員の増員（５か所５人）等 16,000　

○ 障がい者就業・生活
相談支援事業費

Ｐ38 ジョブサポーターの増員（２人）等 13,000　

○ 重度身体障がい者入
浴サービス事業費

Ｐ39 在宅重度身体障がい者に入浴機会を提供
　月４回から週２回

35,700　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ 重度障がい者入院時
コミュニケーション
支援事業費

意思疎通が困難な重度障がい者に対する入
院時のコミュニケーション支援

3,020　

保険医療部

国民年金受託事務費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修

24,126　

国民健康保険会計繰
出金（事務費分等）

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

43,359　

後期高齢者医療会計
繰出金（事務費分
等）

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

27,599　

保健所

◎ 高齢者等の在宅医療
ネットワーク推進事
業費

Ｐ41 人材育成、普及啓発等を実施し、在宅医療
体制を構築

20,800　

○ 感染症予防費 Ｐ42 高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期接種対象
者に対する個別通知の実施

73,438　

◎ 新型インフルエンザ
等対策費

新型インフルエンザ等対策行動計画に基づ
き、感染症対応のための備蓄品等を整備

9,720　

小児医療給付対策費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修

2,439　

◎ 産前・産後ケアの充
実に向けた初妊婦訪
問事業費

Ｐ27 母子保健訪問指導員による初妊婦への家庭
訪問の実施

27,820　

○ 歯周疾患検診費 Ｐ43 歯周疾患検診の受診率向上のため、対象者
に対する受診券の個別送付の実施

29,888　

○ 地域の健康づくり推
進事業費

健康づくりに取り組む団体の育成･活性化の
ために健康づくりサポーターを派遣

4,527　

○ 安全・安心な食のま
ちさっぽろ推進事業
費

市民・事業者と連携して、安全・安心な食
のまち・さっぽろを目指した総合的な施策
を推進

7,756　

墓地整備費 里塚霊園モニュメントタワーの解体、撤去
工事

34,600　

○ 里塚斎場運営管理費 里塚斎場の火葬炉等維持管理に係る長期的
な修繕計画の実施

56,400　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

子ども未来局

子ども育成部

子どもの学びの環境
づくり事業費

不登校児童生徒の受け皿となっているフ
リースクールに対する支援

12,400　

○ 札幌市児童育成会運
営委員会補助金

Ｐ29 民間児童育成会への助成　48か所 164,378　

◎ 札苗緑小学校区多世
代交流施設整備費

Ｐ29 札苗緑小学校区に児童会館機能に加えて多
世代交流機能を有する施設を整備

70,000　

児童会館整備費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加（２か所）

3,300　

○ ミニ児童会館整備費 Ｐ29 放課後子ども館のみを整備している小学校
におけるミニ児童会館整備　３館

35,200　

◎ ひきこもり対策推進
事業費

ひきこもりに特化した専門相談窓口として
の機能を有する「ひきこもり地域支援セン
ター」の運営

3,900　

子育て支援部

○ 一時預かり事業費 Ｐ28 幼稚園において実施する一時預かり事業に
対する補助

32,975　

ひとり親家庭就業機
会創出事業費

ひとり親家庭への理解がある企業の開拓や
ひとり親家庭を対象とした就職説明会等の
実施

2,800　

○ 私立保育所整備費等
補助金

Ｐ28 私立保育所の整備に対する補助
　本園賃貸物件　５か所　定員増　200人

101,250　

○ 地域型保育改修等補
助金

Ｐ28 地域型保育事業所の改修に対する補助
　小規模保育　　10か所　定員増　190人

20,000　

社会保障・税番号制
度対応システム改修
費

マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

132,117　

児童相談所

○ 児童虐待防止対策事
業費

児童虐待防止、早期発見のための体制強化
等

6,600　

環境局

環境事業部

◎ 一般廃棄物処理基本
計画策定費

一般廃棄物処理基本計画の策定 16,000　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ 篠路清掃工場跡地利
活用基本計画策定調
査費

篠路清掃工場跡地利活用についての調査 5,940　

○ 資源回収実施団体奨
励金

Ｐ52 集団資源回収の回収量が増加した団体にイ
ンセンティブを付与

30,000　

○ リサイクル事業推進
費

Ｐ52 クリーニング協同組合と連携し、古着のリ
ユースを推進

7,900　

○ 生ごみ資源化システ
ム実証実験費

家庭系生ごみの効率的な収集・資源化の可
能性について検証

900　

環境保全推進基金造
成費

26年度末基金現在高　475百万円 256,000　

仮称）北部事業予定
地・公有財産購入費

仮称）北部事業予定地基金買戻し 727,000　

○ 焼却灰リサイクル事
業費

焼却灰をセメント原料としてリサイクル 135,000　

環境都市推進部

○ 木質バイオ燃料普及
促進事業費

事業者向けペレットストーブ・ボイラー補
助及びペレット燃料購入者補助

4,000　

○ 札幌省エネアクショ 札幌版省エネ技術“ＳＡＰＰＯＲＯ　ＳＭ 7,000　○ 札幌省エネアクショ
ンプログラム事業費

札幌版省エネ技術“ＳＡＰＰＯＲＯ　ＳＭ
ＡＲＴ　ＳＹＳＴＥＭ”普及のための実技
講習会の実施

7,000　

○ 生物多様性推進事業
費

札幌市内の動植物生息データを一元管理す
るためのデータベース更新に向けた調査検
討の実施

2,000　

◎ 札幌型スマートマン
ション導入加速化支
援事業費

集合住宅に対する設備、断熱改修等に関す
る省エネ対策支援や省エネ行動に関するア
ドバイス実施に向けた各種調査

2,500　

○ 次世代自動車導入促
進事業費

Ｐ53 燃料電池自動車の普及可能性に係る基礎調
査及び検討

5,000　

再生可能エネルギー
蓄電システム事業費

市有施設に太陽光発電と蓄電池を組み合わ
せた電力供給システムを導入するための調
査

2,500　

◎ 燃料電池活用事業費 Ｐ53 円山動物園への燃料電池(エネファーム）の
設置

15,000　

次世代エネルギーシ
ステム導入補助事業
費

中小企業者等に対する新エネ・省エネ機器
の導入費用の一部補助

135,200　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

みどりの推進部

◎ ヒグマの市街地侵入
抑制事業費

ヒグマの生息・動向調査を行い、その結果
を基に市街地侵入抑制を目的とした基本計
画を策定

12,000　

公園造成費 総合公園など拠点公園の造成、大規模公園
の再整備等

62,995　

吸収源対策事業費 二酸化炭素吸収源など、地球環境対策に向
けた樹林地を主体とした公園整備等

6,040　

地域に応じた身近な
公園整備事業費

人口動態等の基礎データを基に、身近な公
園（街区）の未充足地域における新規公園
整備方針の策定

3,000　

地域と創る公園再整
備事業費

地域ごとに各公園に必要な機能の見直しを
図る再整備

405,815　

既設公園整備費 既設公園の劣化に伴う修繕や改修、適切な
管理を行うための用地測量・公園台帳整備
等

194,071　

安全安心な公園再整
備事業費

身障者対応トイレ整備、園路段差解消等 414,336　

◎ 大通公園におけるみ
どりの保全と活用の

大通公園の緑の保全をしつつ、イベントを
開催することによる集客増や積極的な活用

2,500　
どりの保全と活用の
持続的発展のための
基礎調査費

開催することによる集客増や積極的な活用
についての新たなマネジメント手法を検討
するための基礎調査

公園用地取得費 街区公園　１か所
都市緑地　１か所

186,000　

○ 都心の彩り緑化事業
費

北国の花を主体として、フラワーコンテナ
などによる魅力ある都心空間の創造

14,000　

円山動物園

◎ アジアゾウ導入費 ゾウ導入に係る原産国との準備や交流に係
る経費及びゾウ舎建設の基本・実施設計

96,900　

◎ 熱帯動物館解体工事
費

熱帯動物館の解体工事、電気設備及び屋外
給排水設備の移設

234,200　

◎ カンガルー館改修費 大人数での体験型プログラムに対応できる
カンガルー屋外放飼場の改修等

15,600　

経済局

産業振興部

◎ 産業振興ビジョン改
定基礎調査事業費

産業振興ビジョンの見直しに向けた基礎調
査を実施

7,500　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

企業立地促進費 Ｐ13 企業誘致ＰＲ、立地企業に対する補助等の
実施

130,000　

○ 地域商店街支援事業
費

Ｐ17 地域商業の活性化に向けた商店街による地
域課題解決の取組を支援

54,500　

○ 大谷地流通業務団地
高度化・効率化調査
検討事業費

Ｐ18 大谷地流通業務団地の機能向上を図るた
め、高度化・効率化に向けた調査等を実施

10,000　

◎ まちなかインバウン
ド促進事業費

Ｐ17 都心の商業施設が行う外国人旅行者向け
サービスを強化する取組を支援

5,000　

◎ 札幌ベンチャーグラ
ンプリ事業費

将来の札幌・北海道をリードする企業を育
成するため、市内の有望なベンチャー企業
を選考・表彰

4,824　

○ 札幌型スマートファ
クトリー化推進支援
事業費

市内製造業者のグループに対し、ＥＭＳの
導入や省エネサポート、電力の調達改善に
よるスマートファクトリー化を推進し、経
営基盤安定化を支援

20,000　

○ ＩＴ利活用ビジネス
拡大事業費

Ｐ14 ＩＴ技術と他産業の融合によるイノベー
ションを創出できる人材の育成及び普及啓
発を実施

6,000　

○ ＩＴ－バイオ連携推
進事業費

Ｐ14 ＩＴ産業とバイオ産業の連携・成長を促進
するため、セミナーやマッチング、研究・

14,000　
進事業費 するため、セミナーやマッチング、研究・

開発等への補助を実施

さっぽろスイーツ推
進事業費

2016年に開催予定の「（仮称）北海道お菓
子フェア」に対する支援

1,000　

◎ 健康関連産業ビジネ
スモデル構築支援事
業費

Ｐ15 「健康」をキーワードに事業の構築・展開
を目指す企業等の事業化を促進するため、
ビジネスモデルの構築を支援

6,000　

◎ ミラノ国際博覧会出
展支援事業費

「2015年ミラノ国際博覧会北海道実行委員
会」への運営費負担金

12,000　

◎ ＩＴ産業海外展開支
援事業費

Ｐ14 市内ＩＴ企業の海外販路を拡大するため、
海外のＩＴ関係展示会への出展や現地仕様
の製品への改良を支援

7,500　

○ 中小企業金融対策資
金貸付金

Ｐ16 創業や海外展開等を促進するため、中小企
業に対して運転資金、設備資金等を貸付け

616,000　

雇用推進部

若年層職場定着支援
事業費

若年層の早期離職を予防するため、講演会
や研修等を実施

4,870　

女性社員の活躍応援
事業費

Ｐ30 産休前研修や職場復帰前研修を行い、働き
続けることを望む女性が出産や育児を機に
仕事を辞めてしまうことがないよう、キャ
リアプランを立てるための支援を実施

12,700　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

観光文化局

観光コンベンション部

○ 観光企画宣伝費 Ｐ22 観光情報サイト「ようこそさっぽろ」のイ
ンドネシア語対応及び観光便利情報拡充等

11,000　

○ 観光施設運営管理費 Ｐ22 新たな観光案内サイン新設及び既存の観光
案内サイン一斉点検

34,000　

○ 夜のさっぽろ魅力創
造事業費

夜間観光事業の支援 5,000　

○ さっぽろツーリズム
推進事業費

さっぽろ美食ツーリズムの推進及び道産食
材を活かした観光活性化に係る事業の実施

5,000　

○ 国内観光振興事業費 ネット媒体を活用したＰＲ事業の実施 17,000　

○ 国際観光促進事業費 Ｐ21 アジア諸国を中心とした外国人観光客誘致
のためのプロモーション等の実施

76,500　

○ ＭＩＣＥ・観光客受
入環境整備事業費

Ｐ24 地下歩行空間に設置されているＷｉ－Ｆｉ
アクセスポイントの更新及び円山動物園、
定山渓温泉エリアのＷｉ－Ｆｉアクセスポ
イント新設

40,000　

○ 観光活性化基礎調査
費

繁忙期や閑散期における観光客動態調査、
外国人ひとり歩き点検調査など札幌観光の
課題を分析するための基礎調査

21,500　

課題を分析するための基礎調査

○ 札幌いんふぉ運営費 Ｐ22 札幌市公式観光アプリ「札幌いんふぉ」の
機能充実及び新規コンテンツの制作

3,000　

◎ 観光バス路上駐車対
策事業費

中心市街地における観光バスの乗降場・待
機場の利便性向上等の推進

29,000　

◎ 外国人観光客受入推
進事業費

観光案内所の機能強化及び民間の活力を活
用した観光案内所設置に向けた調査

2,000　

◎ プレミアム付旅行券
事業費

Ｐ20 道民が市内の宿泊施設や観光施設で利用で
きるプレミアム付き旅行券の発行

148,000　

○ 定山渓地区魅力アッ
プ事業費

Ｐ23 定山渓温泉開湯150周年に向けたプロモー
ション及び景観ガイドラインの策定

21,000　

◎ 集客交流拠点魅力
アップ事業費

鴨々川・中島公園エリアにおける観光資源
の創出・発信

1,500　

○ さっぽろ雪まつり魅
力アップ事業費

Ｐ19 プロジェクションマッピング、雪めぐり回
廊の実施及びつどーむ会場の開催期間延長

95,000　

○ さっぽろオータム
フェスト事業費

Ｐ19 開催期間延長及び会場拡大 5,000　

◎ さっぽろホワイトイ
ルミネーション魅力
アップ事業費

Ｐ19 新規オブジェの設置と参加型イルミネー
ションの展開

50,000　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ ＭＩＣＥ施設整備検
討事業費

Ｐ25 ＭＩＣＥ施設整備の検討 5,500　

○ コ ン ベ ン シ ョ ン
ビューロー運営費補
助金

Ｐ25 ＭＩＣＥ誘致強化のためのコンベンション
ビューロー体制強化

7,500　

○ ＭＩＣＥ推進事業費 札幌ＭＩＣＥ総合戦略に基づいた誘致セー
ルス、観光庁の「グローバルＭＩＣＥ強化
都市」に係る事業の展開

4,000　

文化部

○ さっぽろアートス
テージ事業費

札幌駅前通地下歩行空間で新たに子ども向
け事業を展開

7,100　

国際芸術祭事業費 札幌国際芸術祭2017に向けたプロモーショ
ンやアートイベント等の実施

20,000　

（仮称）札幌博物館
基本計画推進事業費

博物館整備に向けた展示・事業基本計画等
の諸計画策定のための基本スキーム策定

3,000　

アートによる地域活
性化事業費

アーティストと市民が協働し、地域活性化
を図る市民参加型プログラムの実施

1,600　

博物館活動センター
仮移転費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

3,108　

◎ 札幌コンサートホー
ル備品更新事業費

老朽化したピアノの更新 23,028　

◎ 歴史的資産活用推進
事業費

歴史的資産を把握し、文化財としての価値
の評価や活用するための基礎調査を実施

1,000　

文化財保全活用費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

11,181　

スポーツ部

○ スポーツまちづくり
推進事業費

将来の人口動向や施設更新需要などを見据
えたスポーツ施設の配置及び活用に関する
計画の策定準備

2,500　

◎ 地域スポーツコミッ
ション設立準備費

Ｐ54 スポーツイベント誘致を戦略的に行う札幌
版「地域スポーツコミッション」の設立準
備及び2020年東京オリンピック・パラリン
ピック等の事前キャンプ誘致に向けた取組

8,000　

プロスポネットＳＡ
ＰＰＯＲＯ連携事業
費

プロスポーツチームと連携した観るスポー
ツの推進、シティプロモート

3,000　

冬季オリンピック・
パラリンピック招致
費

Ｐ54 冬季オリンピック・パラリンピック招致に
あたり、招致気運の醸成を図るため、市民
への情報提供、関係団体との連携、広報活
動を展開

10,000　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ ＦＩＳスノーボード
ワールドカップ2016
札幌大会補助金

Ｐ55 ＦＩＳスノーボードワールドカップ2016札
幌大会への補助

29,000　

◎ ラグビーワールド
カップ2019大会開催
準備費

Ｐ55 ラグビーワールドカップ2019の開催都市分
担金及び札幌開催に向けた準備

118,000　

○ 市民運動広場用地整
備計画費

土地利用による周囲への影響等、関係調査
の実施及び事業計画の策定

19,000　

◎ ナショナルトレーニ
ングセンター競技別
強化拠点推進事業費

ナショナルトレーニングセンター競技別強
化施設の指定を受けている大倉山・宮の森
ジャンプ競技場の設備改修

18,500　

◎ スポーツ施設リフ
レッシュ事業費

スポーツ施設改修の実施設計及び老朽化し
た大型備品の更新

74,000　

中央体育館改築事業
費

Ｐ56 用地取得負担金 1,330,000　

建設局

総務部

○ 歩行者と自転車の共
存する空間の創出事
業費

再開発に合わせた地下駐輪場の整備、都心
部の自転車走行空間の整備及び都心部とそ
の他の地域における自転車走行空間の確保
に向けたネットワーク計画の作成

216,000　

に向けたネットワーク計画の作成

土木部

道路等維持費 空洞化対策　220km
幹線・補助幹線等維持補修
  管理道路延長　5,543km

183,000　

道路橋りょう等補修
費

幹線オーバーレイ  5.9km
補助幹線オーバーレイ　8.0km
生活道路等舗装補修　6.7km

1,326,000　

○ 道路防災対策事業費 道路防災対策箇所の調査、補修等
  冠水警報装置設置
　土砂災害防止対策

313,000　

○ 市設街路灯整備費 ＬＥＤ街路灯の設置　3,250灯 350,000　

○ 道路除雪費 Ｐ57 交差点排雪の強化及び労務単価等上昇への
対応

1,130,000　

雪対策施設維持管理
費

Ｐ57 労務単価等上昇への対応 10,000　

○ 冬のみちづくりプラ
ン推進費

Ｐ57 現状の除雪体制の効果や課題の検証、地域
除雪強化に向けた小型除雪機リース補助の
試行、冬のルール順守やマナー向上に向け
た取組を実施

55,000　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

冬みち地域連携事業
費

子どもたちへ除雪に対する意識を浸透させ
るために雪体験授業を実施するととも
に、市民（地域）・企業・行政が連携し、
地域除雪力を高めるための取組を実施

35,400　

交通安全施設整備費 歩道整備
　厚別副都心地区（バリアフリー）１地区

894,758　

歩道改良等
　栄町８号線等　６路線

道路改良費 道路改良
　花畔札幌線等　２路線

432,262　

電線類地中化
　旭山公園米里線　１路線
生活道路整備等
　大通東10丁目２号線等　12路線
交差点改良
　もみじ台西２号線　１箇所

道路橋りょう整備費 橋りょう長寿命化
　平和大橋等　17橋

1,027,024　

直轄事業負担金 国道230号線二次改築等の負担 1,300,000　

街路改良費 街路改良 4,775,498　
　屯田・茨戸通等　14路線
電線類地中化
　西５丁目・樽川通等　３路線

Ｐ58

　西５丁目・樽川通等　３路線

街路橋りょう整備費 新設 709,718　
　仮称）北24条大橋　１橋

下水道河川部

河川整備費 治水整備の実施
　モエレ中野川等　５河川

645,483　

都市局

市街地整備部

北８西１地区再開発
事業費

Ｐ59 再開発事業費補助 997,000　

南２西３南西地区再
開発事業費

Ｐ59 再開発事業費補助 380,000　

北３東11周辺地区再
開発事業費

Ｐ59 再開発事業費補助 388,000　

北４東６周辺地区再
開発事業費

Ｐ56 再開発事業費補助 1,336,000　

新さっぽろ駅周辺地
区まちづくり推進費

Ｐ58 新さっぽろ駅周辺地区における市営住宅余
剰地の利活用に向けた準備・検討

69,500　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

篠路駅周辺地区まち
づくり推進費

Ｐ58 篠路駅周辺地区の土地区画整理事業の実施
に向けた調査

12,000　

市営住宅改修費 給湯暖房設備（ＴＥＳ）更新、転落防止柵
設置工事

430,000　

市営住宅改修
（26～27）費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加
　住戸改善分　光星　104戸

39,600　

市営住宅建設
（25～27）費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加
　建替分　下野幌　140戸

92,000　

市営住宅建設
（26～27）費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加
　新設　東雁来　40戸

16,000　

市営住宅建設
（27～28）費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
等の追加
　建替分　月寒　54戸
　建替分　発寒　60戸

3,800　

建築部

保全推進事業費 計画的な修繕を中心とする一元的な保全事
業

979,000　

建築指導部

空き家対策事業費 危険空き家対策に関する事業の実施及び除
却に対する補助

10,000　

消防局

総務部

○ 全国救急隊員シンポ
ジウム開催事業費

全国の救急隊員等を対象としたシンポジウ
ムの開催

7,600　

◎ 消防団充実強化事業
費

Ｐ46 消防団が組織的かつ安全に活動できる双方
向情報伝達網の構築及び迅速、的確に活動
できる人材の育成による地域防災力の強化

54,300　

○ 震災対策用消防水利
整備促進事業費

大規模地震災害における消火栓断水時の消
防水利の確保を促進するため、地震に強い
「耐震性貯水槽」を整備

15,000　

◎ ジュニアバイスタン
ダー育成事業費

小中学生を対象にした救命に関する指導の
強化及び指導に必要な資機材の購入

6,500　

◎ 異常気象による水害
及び土砂災害対策事
業費

Ｐ46 異常気象による水害・土砂災害の被害最小
化のため、水防資機材を配備し、出動体制
を迅速化するとともに関係機関との連携を
強化

41,800　
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(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

◎ ＩＣＴを活用した消
防と医療の連携強化
事業費

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した消防と
医療の連携強化に向けた調査研究

3,500　

教育委員会

生涯学習部

○ 学校基本設計費 Ｐ35 小学校１校 22,800　

○ 施設改修等整備費 小学校　延べ　15校
中学校　２校
高等学校　２校

212,500　

◎ 豊成・北翔養護学校
改修費

Ｐ34 豊成・北翔養護学校の小・中学部併設化の
ための改修

80,500　

学校新築費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

4,300　

学校増築費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

22,700　

学校改築費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

79,500　

仮称）南部高等支援
学校整備費

労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

5,100　

○ 格技場整備費 丘珠中学校設計費及び労務単価・資材価格
等の上昇に伴う工事費の追加

8,600　

耐震補強事業費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

70,400　

太陽光パネル設置費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

3,000　

災害対策環境整備費 労務単価・資材価格等の上昇に伴う工事費
の追加

4,000　

学校教育部

○ 学校教育指導費 Ｐ31 中学校９校に学校司書を配置 3,100　

○ 外国語指導助手関係
費

Ｐ31 93人（15人増） 41,600　

不登校対策事業費 澄川相談指導教室移転 22,400　

○ 学びのサポーター活
用事業費

Ｐ33 特別な教育的支援が必要な子どもに学校生
活上の支援を行うため、学びのサポーター
及び介助アシスタントを配置

21,200　

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額部・事業名

○ スクールカウンセ
ラー活用事業費

Ｐ32 いじめや不登校などの課題に対応するため
に臨床心理の専門的知識を有するスクール
カウンセラーを配置

5,120　

○ スクールソーシャル
ワーカー活用事業費

Ｐ32 関係機関と連携し、子どもや家庭を支援す
る体制を整備するためにスクールソーシャ
ルワーカーを配置
　８人から９人

3,500　

○ 運動部活動外部顧問
派遣事業費

中学校の運動部に特別外部指導者を派遣 1,440　

○ 課題探究的な学習モ
デル研究事業費

Ｐ31 市立札幌開成中等教育学校に外国人講師を
配置　３人

8,000　

○ 教育センター運営管
理費

Ｐ33 教育相談の充実のため、非常勤職員の配置
　６人から８人

5,500　

○ 幼児教育センター関
係事業費

Ｐ33 教育相談の充実のため、非常勤職員の配置
　２人から３人

2,007　

中央図書館

○ 都心にふさわしい図
書館整備費

市民交流複合施設整備に合わせた都心にふ
さわしい図書館の整備

15,000　

○ （仮称）絵本図書館
整備費

白石区複合庁舎に幼児向け絵本の拠点とな
る図書館を整備

37,000　
整備費 る図書館を整備

議会事務局

◎ 札幌・瀋陽友好都市
提携35周年記念事業
費

公式訪問団の受入れ・派遣 4,860　

◎ 札幌・大田広域市姉
妹都市提携５周年記
念事業費

公式訪問団の派遣 2,730　
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特　別　会　計

(単位：千円）

主な事業
（頁） 事業内容 補正額

　駐車場会計

　円山動物園

円山公園第１駐車場
改良事業

第１駐車場にエレベーターの設置及び事後
精算方式の自動改札システムの導入

100,000　

国民健康保険会計

保険医療部

一般事務費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

43,359　

後期高齢者医療会計

保険医療部

一般事務費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

27,599　

介護保険会計

高齢保健福祉部

一般管理費 マイナンバー制度の導入に伴うシステム改
修等

50,191　

企　業　会　計

(単位：千円）

事業内容 補正額

　高速電車事業会計

○ 札幌駅交流拠点まち
づくり推進事業

輸送管理システム改修、駅改修建築工事実
施設計

76,318　

会計・事業名

会計・事業名
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